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1.研究の目標と内容

｢ドイツのユー トピア思想とモダニズムの生活改革運動に関する総合的研究｣と題する

本研究は､平成 11-13年度の科学研究費補助金交付研究 ｢ドイツ産業革命以降の生活改辛

運動とその文化的影響に関する総合的研究｣をさらに発展させた性格のものである｡平成

13年度までの研究は､19世紀後半に始まったドイツにおける様々な生活改革運動､特に田

園都市建設運動に関するものであった1｡これらの生活改革運動は､急激に進行した産業革

命によって生じた社会の歪みを是正する総括的な試みであった｡それは住宅改革､土地改

革､田園都市運動､菜食主義運動､裸体運動､芸術教育運動､衣服改革､女性運動等々の

様々な社会改革運動の総称で､それらがヴァイマール文化を準備する土壌を作ったとも言

えるものだ｡しかし､ヴァイマール文化が様々に研究されている一方､生活改革運動は学

問的に論じられることが少なかった｡そこで､これらの運動の歴史に注目し､ ドイツ帝国

時代にける文化や政治思想との関係を検証することが平成 13年度までの研究の目的であ

った｡

上記のような生活改革運動は､近代化の過程の中で起こったものだが､その理念の源流

は実はプラトン以来の伝統的な社会改革思想及びユー トピア思想にある｡例えばルネサン

ス期の建築改革と関連している理想都市構想､またトマス ･モアに代表されるユー トピア

文学､また空想的社会主義などである2｡しかしドイツの思想史におけるこれらの思想的伝

統はイギリス･フランスのそれと比べると知名度は低く､専門書も日本ではあまり知られ

ていない｡特に日本におけるドイツ文学 ･文化研究の分野においては､ユー トピア思想の

歴史は研究されることが少なかったOよって本研究は､ドイツにおける社会改革思想 ･ユ

ートピア思想の歴史を遡り､モダニズムの生活改革運動にまで至るまで系譜を辿ってみよ

うと試みたものである｡

具体的には先ず手写本として農奴解放運動以前から存在する ｢改革文書｣に言及し､さ

らに二編のユー トピア文学を紹介した｡後者の場合､ただ文学的に鑑賞するのみならず､

作品成立時の時代背景などを考慮しつつ知識社会学的な作品検討を行った｡と同時に田園

都市建設運動の歴史の記述と検討も継続し､ ドイツ統一以降始まった田園都市の歴史回顧

が持つ今日的意味についても考察している｡

2.反宗教改革時代のユー トピア :カスパール ･シュティプリンの 『ェウダイモン国見

聞記』

2-1.改革文書の伝統

ドイツのユー トピア思想､およびその類似形態としての生活改革思想の源流は､どのよ

うに記録された文書の中に辿ることができるのだろう｡恐らく最初に言及すべきは､農奴

解放運動以前の時代から存在する "改革文書畔eformschrift)"について先ず言及すべきだろ

う｡それは､政治的意識の高い有志が自らの社会改革案を記して配布したパンフレット
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伊Iugblatter)で､多くは手写本として流布し､中には後に刊本されて読み継がれるものもあ

ったo著名なものとしては､農奴解放を要求した 15世紀半ばの ｢ズィギスムントの改革

(ReformatioSigismundi)｣ 3 (又は ｢皇帝ズィギスムントの改革｣)や貴族制の廃止を説いた

｢上ライン地方の革命家(DerOberrheinischeRevolutionar)｣4等がある.

｢ズィギスムントの改革｣は1439年Baselにおいて最初の原本が成立し､1476年にアウク

スプルクにて刊本となっているが､加筆や削除のある多くの異稿があるC原本の著者は皇

帝ズィギスムントの周囲にいた助言者たちのグループとされ､食欲な聖職売買によって腐

敗した教会の刷新や､農奴制の廃止､領主制の改革といった世俗制度の変革を提起してい

る｡その改革精神の根幹にあるのは､ローマ･カトリック教会を帝国の支配に服させしめ､

王権を強化して国家統一を図ろうとする思惑であった｡そのために先ずこの改革案は神の

法の領域を世俗の法のそれに接近させて両者を法の原理というより普遍的な原理の枠に包

摂し､教会の支配や封建制による権利を法の原理を基盤とする国家の一般的原理に眼さし

め､国家的中央権力の器として帝国都市に多大な統治権力を与えようとしていた｡その際､

改革の担い手とされたのは (小さき者たち)､つまり市民や貧民層といった一般大衆であっ

た｡阿部謹也の解説によると､｢ズィギスムントの改革｣は中世末期の社会運動に神の法と

いう思想を伝え､ブントシュー(1502-1513)の要求や農民戦争期におけるヴァイガントの帝

国改革計画にも強い影響を与えたという｡(農民戦争を告げる倒肌の響き)とも称せらるこ

の文書は､マルテイン･ルターも貴族の信者のための書において利用している5｡

｢上ラインの革命家｣は15世紀末､『ユー トピア』の数年前に現れたとされている｡あ

る政治好きの預言者然とした作家が殆ど一生を費やして書きつづけたと思われる理想の社

会に関する草稿で､後に発見されて ｢上ラインの革命家｣と名づけられたCその内容には､

神秘主義的 ･空想的な救済物語の温床である上ライン･アルザス地方の風土が関係してい

ると言われている｡ここで理想社会到来の前提となっているのは､神秘主義的な啓示によ

る千年王国-の必然的な歴史の展開である｡具体的には､皇帝フリードリヒが最後の皇帝

としてシュヴァルツヴァル トから現れ､天国を開いて千年王国が顕現する､という期待で

ある｡そこには十字軍の敗北後の救世主願望やフリー ドリヒ信仰が反映されているが､世

襲による階級制度の撤廃と知力や人徳による身分社会(Standegese)lschaft)の再編成を説く

など､急進的な社会改革案を含んでいる｡救済された者たちによる共産主義的な神の国の

実現という側面は､フス派のターボル派などと通じるものがあるが､しかし r上ラインの

革命家｣には創世記のアダムやアレクサンダー大王など偉大な歴史上の人物が皆 ドイツ人

であったと説くなどゲルマン主義的妄想があり､その草稿は極めて国粋主義的な内容故に､

出版されることのないままアルザスのコルマ一に保存されていたという6｡

その他の改革文書として挙げられるのは､ルター派の説教師､エーバーリン･フォン･

ギュンツプルク匹berlin.YonG伽zburg,147011533)の ｢ヴオルフアリア(Wbl血ia)｣(1521)や､

著者不明の ｢キリスト教徒としての生活の新たな変化について (Ⅵ)ndernewenwend】ung

母inesChristlichenLebens)｣(1526/27)などである7｡封建的な農業社会を理想とした ｢ヴォ

ルフアリア｣にはユー トピア的要素が多くあり､実際にモアの 『ユー トピア』の影響下で

書かれたと言われているSo
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これらの改革文書は改革の手段こそ違え､それぞれが理想の平等社会による人々の苦悩

からの救済を希求しており､それはモアの 『ユー トピア』にも共通している｡しかしパン

フレテイストと呼ばれる政治的文書の書き手による上記のような改革文書をユートピア文

学と呼ぶことはできない｡ユートピア文学の成立要件については後述するところであるが､

モアのユートピアの場合､画期的だったのはその理想社会が感覚的 ･理性的に想像可能な

社会であったことだと言えようO実際に 『ユー トピア』以降､その影響を受けたと思われ

るドイツの大麦主義者たちが､パンフレットではなく文学的形式を利用して社会改革及び

生活改革思想を提示し始めるのである｡

では次に､ドイツ語圏において最初に誕生したユー トピア文学であり､理性的に想像可

能な理想社会の描写である 『ェウダイモン国見聞記』を紹介し､その特徴について考察し

てみよう｡

2-2.ドイツ最初のユー トピア小説

1553年夏､アルザス地方の小都市シュレットシュタット(Schlettstadt､現在のセレスタ

silestat)に住む若きラテン語教師が､仕事の憂さ晴らしも兼ねてラテン語で架空の旅行記を

書く｡『ェウダイモン人の国に関する短い報告(commentariolus deEudaemonensium

Republica)』(以下 『ェウダイモン国見聞記』又は 『見聞記』と略記)という表題を持つこの

架空の見聞録は2年後の 1555年にスイスのバーゼルで出版されている9｡エウダイモンと

いうのはマカリア島と呼ばれる島の首都の名で､エウダイモン市はギリシャのアテナイの

ような都市国家である｡｢エウダイモン｣(668αt岬V)と ｢マカリア｣(paTCaPtα)は共にギリ

シャ語で ｢幸福｣及び ｢至福｣を意味し､エウダイモン人たちの社会はその名の示す通り

"幸福な国家の完壁な模範10"とも言うべき理想郷であり､この見聞録の著者は"他の国々

はすべてこの模範を見習うべLll" という考えのもとに自分の見聞きしたェウダイモン市

の社会制度について記憶にあるがままを書き記すのであるO

実はヨーロッパの人文主義者たちにとって ｢マカリア島｣というのは未知の名ではなか

った｡ トマス･モアが 『ユートピア』の中で､ユートピア島の近隣にあり賢王の治める国

としてマカリア人たちの島を紹介している｡『ェウダイモン国見聞記』は､『ユー トピア』

を知っていたと推測されるその著者が､無可有郷についての記述という形式を借りて憂う

べき現実を批判し､"よりよき世界''を想定して書いたユートピア小説である｡年代的には

モアのそれに次ぐもの､またドイツ語圏においては最初のユートピア文学であるはずなの

だが､初版以来､イタリアの歴史学者､ルイジ･フィルポが1959年に再版し12､また1963

にその論文13において著者であるカスパール ･シュティプリンをユー トビストとしての系

譜に位置付けるまで､この見聞記は長く忘却されたままであった｡ ドイツにおける最初の

ユートビストという名誉は､一般的には 『クリスティアノポリス』14(1619)を著したプロテ

スタント神学者にして番夜十字文書作成の中心的人物､ヨハン･ヴァレンティン･アンド

レ-エ(Joham ⅥllentinAndreae,1586-1654)に帰するものとされている15｡が､ようやく1994

年になって 『ェウダイモン国見聞記』がドイツ語に翻訳され16､ドイツにおけるユー トビ
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ア文学研究の空白の補填が容易になってきた｡

トマス ･モアの記念碑的作品やフランシス ･ベーコンの 『ニュー ･ア トランティス』な

ど､代表的なユー トピア文学を有する英文学や､カべ-やディドロらの空想的航海記が存

在するフランス文学と較べると､ ドイツ文学史においては世に知られたユー トピア文学は

少ない｡ルイス ･マンフォー ドの紹介によって17知られるようになった 『クリスティアノ

ポリス』でさえ､カンパネッラによるほぼ同時代の作品 『太陽の都』 18と較べるとその知

名度は低い｡しかしカール ･マンハイムが説くように､"よりよい世界"についての ｢虚偽

意識｣を伴った ｢存在を超越した表象｣が方向付けの違いによってイデオロギー的意識と

もユー トピア的意識とも呼ばれ得るのであれば､先に挙げた改革文書､宗教改革や 『資本

論』､Jノ､-バーマスの ｢批判的公共性｣など､ ドイツの思想史は ｢存在を超越した表象｣

に実に富んでいる｡ ドイツ語圏におけるユー トピア文学もそのような表象の系譜上に位置

しているとすれば､文学ジャンルの一つと言えどもより広い歴史的 ･社会的文脈において

読まれるべきであろう｡

以下の各章では､ ドイツ最初のユー トピア文学と言うべき 『ェウダイモン国見聞記』の

内容を紹介しながら､この作品が成立した時代の背景などを考慮しつつ知識社会学的な作

品鑑賞を試みてみたい｡

2-3.著者について

『ェウダイモン国見聞記』の著者であるカスパール ･シュティプリンは､1526年､アル

ゴイ地方の帝国自由都市ヴァンゲン(Wmgen)に近いアムツェル(Amtzell)という村で生まれ

た｡その生家については何も知られていないが､奨学金を頼りに学生生活を送った事実や､

教師となった後も給与の支払いに関して苦情を残していることなどから､決して裕福な生

まれではなかったろうと推測されている19｡フライブルクでギリシャ語､-プライ語､ギ
リシャ哲学 ･芸術などを学んだシュティプリンは､1549年にバカロレアを､また 1550年

にはマギスターを取得する｡そしてこの頃には後に彼にとっての大作となるエウリピデス

の戯曲の翻訳に着手している｡1551年､シュティプリンはフライブルク大学の学芸学部で

ラテン語の文法教師として採用されるが､53年にはペストの難を逃れるためにフライブ/レ

ク脱出を余儀なくされる｡

彼が落ち着いた先はアルザス地方のシュレットシュタットで､そこで古典語学校のラテ

ン語教師として職を得る｡シュレットシュタットの古典語学校はかつては名門校として知

られていたが､シュティプリンが赴任した頃､その名声はすでに凋落しつつあった｡1525

年､当時の校長がルターを擁護したために解任され､以来市の参事会は自由な精神活動を

抑圧する方策に出た｡教師の採用人事ではカ トリック教義-の帰依が重視されるようにな

り､寛容さを失った学校は不人気となって向学心のある若者たちは信仰の自由が存在する

シュトラ-スプルクやバーゼルのギムナジウム-と移って行った20｡学校は設備的にも給

与の面でも理想とはほど遠い状況にあった｡

『ェウダイモン国見聞記』は 1533年､シュティプリンがシュレットシュタット-移住
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した最初の年に書かれているが､後述する通りその序文は赴任してすぐに勤務の困難を感

じていたことを窺わせる｡また 2年後の 1555年､彼は次の著作である ｢娘たちの教育

(coropaedia)｣という名の論考を書き､それを 『ェウダイモン国見聞記』共に一冊の書物

とし､バーゼルの著名な出版業者､ヨハネス･オポリーヌス(JohannOporinus)の元から出版

している｡書物全体の表題ともなった ｢娘たちの教育｣は家庭における少女たちの教育と

女子修道院の理想的なあり方を描いた随筆で､アルザスはマスミュンスター(Massm血ster､

現在のマセヴオーMasevaux)の女子修道女院長､フォン ･フアルケンシュタイン(Yon

Falkenstein)に献じられている｡この教育論を書き下ろした時､シュティプリン自身もまだ

20代の若さではあったが､その内容は精神性と学問的営みに欠けた当時の修道院を批判し

たものと言われ､女性の資質も男性と同様､あるいはそれ以上に哲学的理念の学習に適し

ているという著者自身の考えから､若き尼僧たちに院憩やラテン語による聖典の精読とい

った学問的修業を薦めている21｡

｢娘たちの教育｣はシュティプリンにとって 『ェウダイモン国見聞記』より重要であっ

たと言われているが､彼が最も力を注いだのは学生時代から構想していたエウリピデスの

全戯曲のラテン語訳であった｡シュティプリンはシュレットシュタットに落ち着いてすぐ

この翻訳作業には着手し､約 10年後の1562年にやはりバーゼルのオポリーヌス社から『ェ

ウリピデス悲劇集』 22として出版している｡この試みはギリシャ語の原文とラテン語によ

る対訳を併記し､それぞれの戯曲の筋書きとシュティプリンによる場面ごとの内容分析を

付した意欲的なもので､当時の神聖ローマ皇帝フェルディナンドⅠ世に捧げられた｡しか

しこの意欲作は世の賞賛を浴びることはなかった｡その年折り悪く高名な人文主義者であ

るフィリップ･メランヒトン(PhillippMelamchthon,1497-1560)によるエウリピデスの翻訳の

新版がフランクフル トで出版され､シュティプリンの労作を二義的なものにした｡130年

ほど後のエウリピデス研究家によってもシュティプリンの翻訳は批判され､以降その評価

が定着することになった23｡恐らく ｢娘たちの教育｣等の作品が顧みられなかったことも

この評価にも起因していると考えられる｡

1559年､シュティプリンはフライブルクのラテン語学校の校長として招かれ､アルザス

を去る｡そしてその2年後にはヴユルツブルクの領主司教によって新しく設立された学園

の古典語および文学の教師となってヴユルツブルク-移住している｡ヴユルツブルクでは

1558年に､領主司教メルヒオール ･フォン･ツオーベル(MelchiorvonZobel)が政敵である

貴族のヴィル-ルム･フォン･グルムバッハ(WimelmvonGrumbach)によって暗殺されると

いう事件が起きている｡シュティプリンはこの "グルムバッハの抗争"として知られる事

件に関して領主司教を哀悼する2編の悲歌を作り､それぞれ 1561年と1562年に出版して

いるが24､後者がシュティプリンの遺作となった｡1563年前半には彼は死亡していたと言

われているが､死因は不明である｡この頃ヴユルツブルクではペストが猫源を極めており､

また63年にはヴユルツブルクの街が前述のフォン･グルムバッハによって襲撃･占領され

ていることから25､この擾乱あるいはペストのいずれかがシュティプリンの死と関係して

いたと推測され得る｡いずれにせよこの若き人文主義者は早過ぎる死を迎え､その著作は

殆ど顧みられることもなくヨーロッパのいくつかの図書館に眠ることとなった｡1994年に
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『ェウダイモン国見聞記』のドイツ語訳を出版したイザベルードロテア･ヤーンは､この"鷲

くべき学問的空白"26を埋めるべく翻訳に着手したと序文に記している｡以下において､

ヤーンによるドイツ語版に依拠しながら先ず 『見聞記』の内容について述べてみよう｡

2-4.『ェウダイモン国見聞記』

2-4-1.航海の始まり

『ェウダイモン国見聞記(CommentariolusdeEudaemonensiumRepublica)』 (KurzerBericht

BberdenStaatderEudaimonenser)は､マスミュンスターの修道院長でシュティプリンの学友

でもあるヤーコプ ･プレンツ(JakobBrenz)に対する献辞で始まっている.この 1553年 8月

12日付の献辞は､友人に長期の音信不通を詫びつつマカリア島-旅していたことを報告し､

自分が見聞きした幸福な国についての記録を友情の印として友に贈る､という物語の枠組

提示ともなっているo『ユー トピア』の場合と違い､著者自身が理想郷-の旅行を行ったと

いう設定であるが､航海によってその地-導かれたという点では共通している｡シュティ

プリンは､回想による見聞記を次のように始めている｡(以降､本文中の貢数はヤーンによ

るドイツ語版中の頁を示すo)

このところ学校勤めの厄介事に飽き飽きしていたが､この秋はずっと役職の義務から解放されることに

なったので､息抜きの目的と新しい分野に対する関心からアリストテレス､プラトンおよびクセノフォン

の都市を眺めてみた｡(-･)これらの都市国家の体制がかつては比類ない繁栄を享受していたことを私は

以前から聞き知っていたが､(-)その名声も事実それ自体には遥かに及ばないようだ｡最初の一瞥にお

いてさえ既に､これらの国の崇高な壮麗さはかくも偉大で､諸事情はかくも幸福であった｡よって私はこ

れらの都市に数日留まることにした(p.5)0

読者は恐らく 16世紀の人物であるシュティプリンがアルザス地方の小都市においてギ

リシャ古典を観賞し､プラトンやアリストテレスによる理想的都市国家像を眺めている､

つまり省察しているのだと考えつつこの旅行記を読み始めるだろう｡が､いつの間にか主

人公が時間的にも空間的にも移動してかつてギリシャの哲人たちが理想国家として描いた

共同体に身を置いていることに気づかされる｡ところがそれもつかの間､シュティプリン

はやはり輝かしい評判となっていたマカリア島とその首都エウダイモンに心惹かれ､さら

に太洋の東方を目指して船旅を続けるのである｡船は嵐に見舞われて難破しかかるが運良

くマカリア島に漂着し､シュティプリンは 14日間エウダイモン市に滞在する｡その間人々

に歓待され､彼らと意見を交わし､この国の性質について学ぶ｡それは自らが住むドイツ

の惨状と較べると ｢幸福な国家の完壁なる模範｣のような世界であった｡シュティプリン

はドイツ社会の憂うべき欠点と比較しながら､その名も `̀幸福''のエウダイモンに関する

素描を始める｡
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2-4-2. エウダイモンのトポグラフィー

マカリア島は多くのユー トピアがそうであるように､大海に浮かぶ孤島である｡その形

状は円形､標高は高く､風向に恵まれ気候は温暖で､その極めて肥沃な土地はおよそ人間

が必要とするものを全て提供することができる｡首都であるエウダイモンは島の中央に位

置し､東西南北に4つの門を持つ環状の防壁に保護されている｡市内には他にも防壁と同

心円を成す二重の隔壁があり､水を湛えた堀がそれぞれに平行して張り巡らされている｡

市の中央から街路が放射線状に走っており､環状道路と交差しているO市内の建築物の豪

華さ､壮麗さは筆舌に尽くし難いほどであるが､中でも最も豪薯なのは市の中央の高台に

建つ官庁舎と教育機関のコレギウム(collegium)で､それは建築の粋を集めた王宮のような

建物である(p.85)｡建物の外壁･内壁には寓話や歴史的事実を題材とした壁画や韻文が多く

措かれ､見る者がそこから教訓を学び､高い志を持つよう考慮されている｡

一般市民の住居用建築も壮麗で､万一の擾乱や戦争に備えた兵端学的見知から余裕のある

空間配置がなされている｡エウダイモンの周囲には豊かな葡萄畑が広がっており､おそよ

果樹には恵まれている｡防壁の門を出てからは一日の行程で海岸に達するが､エウダイモ

ン以外の都市に関する言及はなく､エウダイモンはマカリア島唯一の都市国家である.

マカリア島の見取り図 こ著者自身のスケッチとあるが､本文の説明を忠実に反映 し

ているわけではない｡
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2-4-3,国家の倫理的 ･宗教的理念

エウダイモンの住民は､かつて密山で原始的な生活を営んでいた自分たちが共同体とし

て集まり､現在のような洗練された生活形態に至ったのは偶然ではなくて神の意志による

ものであると信じている｡よって､人体においては多くの部位が集まって一つの身体を成

し､それぞれの部位が統一体である身体の健康維持を目的として機能しているように27､

共同体においては全体の繁栄と安寧こそが住民皆の最大の関心事であると彼らは考えてい

る｡神はこの共同体を喜び､絶滅からそれを護っているが､共同体の規則を犯す者､国家

に反し不正を犯す者があれば重い罰が下される｡

また､人間は神の似姿であり28､そのことが人間にとっての `̀自然''であるから､徳の完

壁な手本である神の次元に近づくよう努めない者は自らの自然に反しているのであり､不

道徳によって神聖なものであるべき自分を汚すことはエウダイモン人にとって最大の悪で

ある｡エウダイモン人の考える幸福とは正義､貞節､敬虚さといった徳を保持し､恥ずべ

きことを遠ざけることにあり､生活習慣の総てがこの目的に適うよう営まれている(p.ll)｡

2-4-4. 政治形態

およそユー トピアが真にユー トピア的であるかどうかはその政治的状況に大きく左右

されるはずであるが､多くのユー トピアでは民衆は決定権を持たず､政治的エリー トのみ

が決定権を持っている.エウダイモンも例外ではなく､その政治体制は元老院(senatus)が

治める貴族共和制である｡元老院議員は大変な名誉を伴う職務で､新議員は学識､聡明さ､

高潔さにおいて秀でた男性たちの中から現元老院議員によって選ばれる｡政府は元老院と

行政府(magistratus)とから成り､行政府の官吏もまた貴族のグループであるオプティマテス

(Optimaties)29によって選ばれ任命される.これらの指導者たちは立法､司法､国防､社会

福祉､道徳の保護､学問の育成､交易等に責任を持ち､法案は元老院での決定後に民衆に

告示されて民衆の合意を得ることになっている(p.49)｡しかしかくも人々の尊敬と信望を集

める元老院の決定は神の言葉にも等しく(p.19)､民衆が法案を拒否する可能性は皆無に等し

い｡行政府の責任も大きく､人々は国家における行政府の役割を､身体にとっての眼､ま

た天空における太陽のそれに等しいと見なしているかのようである(p.21)｡しかし同時に指

導者が舵取りを誤った場合に国家を待ち受ける悲劇についても十分に意識されており､そ

の運命は ｢岩礁に乗り上げた船｣や ｢谷に落ち行く馬車｣などのモチーフを使った壁画と

して官庁舎に描かれ30､何らかの過失によって正義と真理の道を踏み外すことがないよう

指導者たちに警告を与えている(p.23)｡民衆は政府の組織に無関係であるとは言え､エウダ

イモン人は生まれつき賢明さを具えているように見え､国家に対しては常に才能と忠誠と

献身とを捧げるという心構えで暮らしいる(p.19)｡

2-4-5.身分制度

この見聞記において恐らく最も興味深い事象の一つが身分制度であろう｡例えばシュテ
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イブリンは､｢身体にも様々な部位あるように人々にも多様な違いがある｣とし､｢洞察が

得られる者と得られない者｣という能力の違いを例に､平民(plebeia)と貴族Q)atricia)という

二つの階級の存在を説明するQ).15).さらに､人の名誉と名声は個人の国に対する貢献度と

賢明さ､高潔さが決めるとし､世襲制ではなく能力主義によって所属階級が決まるとして

いる｡また､低い出自から自らの徳の高さによって指導者の地位に就く者が最も尊敬され

ているという｡一部で祖先の偉業によって代々名望を保つ名家の存在も認められてはいる

が､彼らもその家名に見合うだけの資質を証明しなくてはならないので(p.17)､エウダイモ

ンはどうやら能力主義的平等主義社会とでも呼べそうである｡しかも人々は他人を見下し

たり嫉妬したり､また高慢になったりすることなく､円満に暮らしていると言われる｡

他方､一度地位と名誉の階級が決まると名誉の軽視や中傷､理由のない不遜は極めて恥

ずべきこととされ､社会秩序の安定が強く求められている｡また能力とは国家に対する貢

献度や有用性とほぼ等しく､能力主義の裏ではテクノクラシー的な全体主義的側面も覗い

て見えたりする｡しかも国に奉仕した者､戦争で武功を立てた者には幸福な年金生活が待

っているQ).79).

このような身分制度と際だった対称において語られるのがドイツの現状である｡シュテ

ィプリンによると､そこでは土地も職務も金持ちに分配され､下位の者にはどんなに優秀

でも名誉ある地位に就く可能性がない｡司法や行政の場で指導的な地位を占めているのは

経験も知恵も持ち合わせぬ俗物や破廉恥漠である(p.25)｡エウダイモン人たちを驚かせなが

らシュティプリンが語るドイツの現状は､このように対立像として頻繁に見聞記に登場す

る｡

2-416.反民主主義と家父長主義

実はエウダイモンの政治体制は極めて反民主主義的､またその社会は明らかに家父長主

義的である｡指導者たちの考えによると､民衆は情動と欲望に突き動かされるので適切に

物事の判断を下すことができず､学識に富み志操堅固な男性たちによって治められる国家

のみが安定して堅固なのである(S.19)｡国家の基盤を危うくする叛乱は未然に防止されねば

ならず､集会は個人的なものであっても禁止されており､反国家的行為は死刑を以て罰せ

られる(p.49)0

一方､指導者たちはほとんど神的な領域に達するまでに自らの徳を高めようと努力し

佃.27)､プラトンによる哲人統治の思想31がエウダイモン人の間にも広く浸透している.し

たがって哲学は国家統治に関する知識の泉､すべての倫理的規範の源であるとされQ).37)､

子供たちは幼少の頃からこれを学ぶ｡因みに指導者たちは言うに及ばず､教師も総て男性

であるとされ､コレギウムでの教育も特に性に関する言及はないが､目的がエリートの養

成であることを考えれば女性の教育は念頭に置かれていないことは明らかである｡ほぼ男

女同権であり､女性の司祭も存在し得るユートピア国とはここで明らかな違いを見せてい

る｡
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2-4-7.教育と芸術

エウダイモン人にとって､国の宝､国家の柱とも言うべきものが二つあり､一つは人々

の弁舌能力､そして学問的修業である｡彼らは教育とその機関であるコレギウムのために

は支出を惜しまない｡コレギクムにはギリシャ･ラテン文学に通暁した最高の男性教師陣

が集められ､子供たちは先ず二つの古典語の学習から始まって哲学､修辞学､算数､幾何

学､天文学を学ぶ｡また芸術科目としては詩学と音楽が教えられ､さらに神学､医学､法

学が言わば発展的科目として教授される｡科目に関しては中世におけるヨーロッパの学問

的伝統と違いはないが､エウダイモンにおける教育の特徴は､学問的能力として雄弁さ､

つまり言語運用能力を最も重要視している点である｡シュティプリンの説明によると､人

間はその最も高貴な部分である理性と言語能力を以てのみ動物から分かたれるのであり､

人間がこの天賦の特性を磨いて正しく活用しなければ再び無知蒙昧の状態に陥ってしまう｡

また言語使用が思考や行為のすべてを規定するのであるから､義務の遂行や行動において

優秀であろうとすれば自ずと言語能力に秀でていなければならない｡このようなアリスト

テレス的､スコラ哲学的考えによって､コレギウムでは最初の学年からプラトン､プルタ

ルコス､アリストテレスといった思想家の作品が教材として与えられる｡しかし教育の目

的は純粋な学問の深化よりも公民としての政治的能力の育成にあり32､学年を追うごとに

哲学より修辞学の重要度が増してキケロ､デモステネス､クインティリアヌスらの修辞家

を教材とした弁論や討論の訓練が施されるようになる｡シュティプリンの説によると､｢彼

らはこのようにして公僕としての職務に向けて準備する｡そうすれば彼らの余暇が過度に

学問に捧げられてその魂が軟化したり男性らしさを失ったりするといったことは起こらな

いのである｣(p.37)0

また､彼らの芸術教育にも合目的性があり､楽興の時には魂の力と精神を喚起する旋律

や歌のみが選ばれる｡音楽は華美である必要はなく､楽器の改善といった音楽の刷新は許

容されないばかりか33罰を受ける可能性さえある｡それでもエウダイモン人は殆ど皆がミ

ューズの神と親しい関係にあり､異邦人のシュティプリンをその点における自分たちの同

類と見て厚遇するのである (p.9.)0

2-4-8.宗教 ･神学 ･教会

敬神はエウダイモン人にとってあらゆる目的の頂点である｡そしてエウダイモンには宗

教･教会･神学に関する意見の相違は存在しない(p.71)Cそこにあるのはカトリックの信仰

に裏打ちされた極めて均質的な宗教社会である｡先ずコレギウムには学校の宝とも言うべ

き3人の神学者がおり､ギリシャ語､ラテン語､-プライ語の知識を駆使して原典に忠実

に聖書の解釈を行っている｡彼らは見解の多様性によってこの宗教の真筆さが損なわれる

のを許容しない(p.43)｡また教会の神父たちはキリストの真似びに倣って生活し､あらゆる

堕落とは無縁である｡彼らは信者が敬神を疎かにしないよう常に気を配り､信者の信仰心

の番人の役割を果たしているQ).73)｡また､宗教の問題に判断を下すことは平信徒には許さ

れず､教会に反することを口にする者､神を冒涜する者は公序良俗の破壊者として舌を抜
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かれるか34国家追放､場合によっては死刑の罰を受ける35｡一人の罪が町全体を不浄にする

ので､神の罰が下る前に涜神の罪人は追放されねばならないからであるQ).61).しかしその

ような例は希であり､大抵のエウダイモン人は熱心な指導者たちに導かれ､偽善もカトリ

ックの教義からの逸脱も知らず､純粋､真筆､誠実な生活を送っている(p.71).

一方でシュティプリンが住む世界では聖職者たちは堕落し､平信徒は勝手な口を聞き､

教義に関する論争が絶えない｡エウダイモン人たちはそれを聞いて驚き､神の教えは誰に

とっても明らかであるのになぜ多くの宗派や混乱があるのだろうと新しがる｡それに対し

シュティプリンは､｢聖職者たちは私服を肥やすのに忙しく､秩序の維持には無関心である｡

またどんなろくでなしでも宗教に関して決定を下す自由があり､公会議の決定や権威に関

心を向ける者などほとんどいないと｣と言って嘆くのである (p.75)0

2-4-9. 市民生活と刑罰

中庸を守った暮らしにより健康で長寿を全うするとされているエウダイモン人である

が(p.53)､彼らの日常生活については断片的な描写があるのみである｡例えば私有財産は認

められているが富の蓄積に心を砕く者は非難を受ける0.ll)｡コレギウムに寮はなく､子供

たちは家庭で作法や道徳を教えられる｡生活は質素で､衣服はそれぞれの役割(元老､貴族､

平民､母親､未婚女性等)によって定められているQ'.67)36.外界からの悪影響を防ぐために

貿易が制限され､旅行も禁止されているので人々が遠きを思って無価値なものに焦がれる

ことはない仲.65)｡人々は持てる物に満足して暮らすので､経済活動も必要最小限に限られ､

穀物の値段も規定されているP75)37.そもそも浪費や賓沢が大罪とされ､国家の転覆も浪

費から発するとされるほど3S共同体にとっての大きな脅威と考えられている(S.49)｡その他

罰を受けるのは姦通する者､暴飲する者､不信心者､卑猿な発言をする者､守銭奴､浪費

家､学業を厭う者などで､｢エウダイモンはそのような人間の屑を許容せず､有害なペスト

のごとく国家から追放する(p.25)｡｣また盗賊は絞首刑となり39､殺人､誹誘中傷､放火な

ども重罪で､国外追放か死刑を宣告される(p.75)0

が､エウダイモンにおける最大の罪は国家転覆罪である｡そもそも刷新や改革的試みも

厳しく罰せられる｡革新は内面的不安の根源であり､変化に対する欲望が何ら良いことを

もたらさないことをエウダイモン人たちは歴史から学んでいるので､彼らは前例や伝統に

従って生きることを善しとする｡公益に適うことが証明されない限り変化を求める試みは

厳しく罰せられる(S.47)｡また､子供たちを父親の子供時代と同様の方法で育てることに同

意できない者は市民権を奪われる0.65)｡

｢どれ程エウダイモン人は我々より幸せなことだろう?｣とシュティプリンは自らの住

む世界を顧みて嘆く｡ ドイツでは天と地を逆にすることさえ許される｡破壊と変革が次々

と繰り返されるので､法律も指導者も権威を失い､悪徳が蔓延っているQ).47)｡また放噂と

外国かぶれが手に手を取って横行し､伝統的な知識や技能を見下すので､ドイツの秩序や

規律は失われていくばかりである0.67)｡一方エウダイモンではかつてのスパルタのような

規律が生きているので､放噂も怠惰も許容されない｡休日でも彼らは何らかの競技会を催
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して向上のための努力を奨励している(p.17)｡またエウダイモン人は自分の身の回りの風紀

や作法の乱れを少しでも見逃さず､互いに行動を修正し合うか行政官の指導に委ねる｡そ

のことによって悪を芽のうちから摘むことに成功しているのである(p.21)｡自分たちの世界

にこのような社会の修正機能があればどれだけよかったか､しかし今となっては手遅れで

ある､とシュティプリンは嘆いている(p.63)0

2-4-10.国防

｢平和は幸福の母､国家の花､戦争はあらゆる不幸が大海となって押し寄せるに似てい

る(p.79)｣が､必要とあらばェウダイモン人は兵士となり皆が祖国のために喜んで死ぬ準備

がある｡国家は防壁と要塞によって厚く保護され､防衛体制も万全である｡武装準備も申

し分ないので戦争はいつも勝利に終わる｡しかし何よりもエウダイモン人は神の加護を信

じており､神に祈ることが何よりも先決とされる(p.81)0

2-5.ルネサンス期の人文主義的ユー トピア

以上のようなことを見聞きした後､シュティプリンは再び太洋を渡って帰国するのであ

るが､恐らく現代の読者がこの見聞記を読めば､果たしてこれがユートピアだろうかと自

問することだろう｡読後の印象として残るのは､エウダイモンの集団主義的 ･全体主義的

勤勉さ､宗教的非寛容､刑罰の厳しさ､禁欲的な暮らしであり､生活の豊かさや快適さで

はなかろうからである｡『ェウダイモン国見聞記』の発見者とも言うべきフィルポは､シュ

ティプリンの理嘩国家論を ｢宗教的幻想である｡加えてその貴族主義的 ･スパルタ的生活

規律の経済的観点は初歩的で､独創性と批判的･社会的モデルとしての大胆さに欠ける｣40

と手厳しく評している｡しかしながら､フィルポの観点から見るシュティプリンはやはり

正統なユートビストなのである｡

ある架空の社会をユー トピアと呼び得るかどうかを判断するための "ユー トピアの定

義"はこれまで多く試みられており､どれも似かよってはいるが､例えばヤーンは序文の

中でディルク･オットーによる定義を紹介し､エウダイモンがユートピアとしての条件に

十分に合致していると説いている｡オットーによるユートピアの条件は､lフ ィクション

であること/2.実現可能性がないこと/3.理性的な構築物であること/4.理想的な共同体

であること/5.現実批判として構想されていること/6.地理的 ･時間的な遠隔性があるこ

と､という6項目であるが 41､実はエウダイモンは特にルネサンス期のユー トピアとして

の特徴をほとんど総て具えているのである｡

ルネサンス期の人文主義者たちの特徴として挙げられるのは､例えばギリシャ･ローマ

時代-の回帰願望､自然に対する宥和的な姿勢､理性-の信頼､文献学の重視､エラスム

スに代表される福音主義などであるが､∫.プリュスがェウダイモンを ｢プラトン以来最も

学問を重視した｣ 42理想国家と呼んだように､古典主義的な悟性主義､神と自然と理性の

言わば三位一体的な関係付け､福音に対する原典主義など､そのルネサンス的な特徴は際

立っている｡また､ジャン･セルヴィェの整理法に従ってルネサンス期のユー トピアの性
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格を考察するとすれば､例えば正義の法の確立 (共同体における制約の存在を明確にする

こと)､個人の共同体-の適合(自分が所属する共同体の理念を理想とし､自分がその理想

にとって有益であろうとすること)､明確な政治機構の存在 (支配者と非支配者との間に平

等と和解を暗示し､階級闘争の問題を解決すること)､外界から隔離された安全な世界であ

ること等をその特徴として挙げることができる｡どれもエウダイモンに備わっている特徴

である｡｢こうして千年王国運動と深刻な宗教的危機が最高潮に達するにも拘わらず､ルネ

サンスは､都市計画-､プラトン的都市という昔ながらのテーマ-と回帰するのである｡｣

43とセルヴイエは言う｡しかし古典的な理想都市国家-の回帰と､過激な改革運動および

宗教的対立は､ただ平行して存在するのではない｡旧教徒にとってのユー トピアであると

いうエウダイモン固有の特徴と､｢当時の社会的状況とユートピア構想の間にはどのよう

な連関があるか｣44というギュンタ一 ･フォーグラーのもっともな問題設定に踏み込んで

考えてみると､むしろ騒擾と深刻な宗教的危機ゆえにシュティプリンのプラトン的回帰が

あったと､言うべきなのである｡

2-6.反宗教改革時代のユートピア

カスパール ･シュティプリンが生まれたのは 1526年である｡その前年に農民戦争は敗

北によってその最も激烈な時期を終了しているが､彼が生まれたアルゴイ地方と学生生活

を送ったフライブルク近辺､また 『見聞記』を書いたシュレットシュタットはそれぞれ個

別の農民-漢であるブントシューー漢が起こった土地でもあった｡キッツラーの言うよう

にシュティプリンが農民戦争の余韻の中で成長したとすれば45､新教派の改革の熱狂が千

年王国運動など別の形態を取り､ミュンスターで再洗礼派の擾乱が起きた時代の情景を想

像してみるべきであろう｡また諸侯同志の反目に目を向ければ､1545年から1547年にか

けて新教派討伐のためのシュマルカルデン戦争が起きている｡このような少年期の雰囲気

の中で､貧しい家庭の出身で学問に秀でたシュティプリンが自己実現の可能性としてキッ

ツラーの言う ｢学者たちのユー トピア(Gelehrtenutopie)｣46を夢想したとしても不思議はな

かろう｡しかも旧教徒で帝国派の彼は勤務先のシュレットシュタットでもヴユルツブルク

でも､カトリックの教義に沿う教育実践の要請を受けていた｡しかし 『見聞記』が出版さ

れた年である1555年は､アウクスブルクの和議が成立した年､つまり帝国の宗教的一体性

が失われた年であり､反宗教改革が本格的に始まった年でもある｡

モアの友人エラスムスが晩年を過ごした地であるバーゼルとの知的な結びつきから､シ

ュティプリンは 『ユー トピア』の存在によって創作の刺激を受けたと推測されるが､理念

的にはモアの影響は少なく47､ユーモアや快活さにも乏しい｡しかしモアとの比較におい

て 『見聞記』を反民主的で宗教的に非寛容なユー トピアとしてのみ同定する前に､ドイツ

における改革文書の系譜上において 『見聞記』を眺めてみる必要があろう｡

前述の通り､ドイツには農奴解放運動の時代から､パンフレット形式による社会改革案

の提示である改革文書の伝統がある｡階級闘争を鼓舞するなどかなり過激な内容を持つこ

れらの改革文書と比べると､『見聞記』は何らかの階級差を設定しつつも階級間の宥和策を
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案出しようとし､その姿勢は穏便である｡が､富の偏在と悉意的な経済制度-の批判､世

襲階級制の是正による社会の平等化要求等の点におい七､やはり『見聞記』は改革文書の

伝統を受け継ぐものである｡また､礼節や秩序に対して見せる偏向は､カール ･マンハイ

ムの言うユートピア的な意識の段階的変遷という時間軸48において捉えてみると納得のい

く現象である｡マンハイムの分類に従えば､シュティプリンの 『見聞記』におけるユート

ピア思想は､千年王国論の後に訪れる自由主義的 ･人文主義的観念の段階と､その後の保

守的な観念の段階との間に位置するものとして捉えることができる｡そこに描かれている

のは､革命的かつ熱狂的ではあるが矛盾を卒んだ千年王国運動を経て顕れる合理的なユー

トピアである｡現世における何かの突破口を確保するためと言うよりむしろ ｢邪悪｣な現

実に対抗する ｢正しい｣合理的な反対像の提示であり､具体的な出来事を取り扱う場合の

｢基準｣の強化､つまり ｢規整｣の動きに過ぎない｡と同時に､現実の安定を目指す心的

エネルギーから発しながらも､下層 ･中間層が貴族階級などの旧体制側に対して合理性と

倫理性によって意識的に自らを正当化しようとする点においては自由主義的 ･解放的な側

面も併せ持つ｡が､とりわけ教会の権威を保持しようとする努力において､その改革意識

が自らの属する社会層の現実秩序を脅かす新興勢力-の対抗意識によって主に方向付けら

れ､自己防御手段として役立っ反対ユー トピアを生み出している点において､エウダイモ

ンは保守的な観念の段階におけるユートピアの典型であるとも言えるのである｡

また､セルヴィェに倣い､ユー トピアとは ｢補償的な夢のすべての誘惑によって飾られ

た､-社会階級の諸々の渇望の表現であり､輝く都市は､科学や技術の進歩が､これまで

都市を苦しめてきた諸世紀の災禍､戦争､飢健､失業ないしは過酷な賦役から特権的人間

を守ってくれる､閉ざされた社会49｣であるとするなら､シュティプリンのユー トピアは､

農民戦争及び千年国運動と反宗教改革という二種の歴史的出来事の間に旧教徒かつ人文主

義者として教育受けた下層階級出身の少年の､安寧と秩序を求める夢であるとも言える｡

同様に夢の表現ではあっても文学作品としての形式を持たない千年王国論的観念段階の改

革文書とは異なり､シュティプリンは完成された作品として 『見聞記』を提示し得た点に

おいて､やはりドイツ最初のユー トビストという名誉に値するのであろ｡

では次に､『見聞記』に次ぐドイツ第二のユートピア文学であり､新教徒にとってのユー ト

ピアを描いた 『クリスティアノポリス』を取り上げ､その歴史的背景と受容の特徴につい

て考察してみよう｡

3.J.Ⅴアンドレ-エの 『クリスティアノポリス』:音律十字 ･敬度主義 ･啓蒙主義を繋

ぐユー トピア

3-1.新教徒のユートピアとその評価

ドイツのユー トピア思想史において､ヨハン･ヴァレンティン･アンドレ-エ(Johmrl

個entinAndreae,1586-1654)が1618年に著した 『クリスティアノポリス共和国についての

ー18-



記述』 50 (以下 『クリスティアノポリス』と略記)は独特の地位を占めている｡先ずそれ

は長い間ドイツ文学史上最初のユー トピア文学と考えられてきた｡しかもそこに描かれて

いる理想郷はトマス ･モアの 『ユー トピア』に始まる無可有郷の系譜上､最初にして唯一

の新教徒のユー トピアであり､また時代的にはトマ-ゾ･カンパネッラの 『太陽の都』に

続き､フランシス･ベーコンの 『ニュー ･アトランティス｡Ilに受け継がれる理想国家文学

として様々な研究書によって言及されている｡実際にはドイツ最初のユー トピア文学と呼

ぶべきはカスパール･シュティプリンが1555年に発表した旧教徒のユー トピアとも言うべ

き『ェウダイモン人の国に関する短い報告』(『ェウダイモン国見聞記』と略記)ではある

が､長く忘却されていたシュティプリンの作品と比べて 『クリスティアノポリス』の知名

度は高く､また著者のアンドレ-エに関してもドイツ語圏のみならず英語圏やフランス､

日本などにおいて研究がなされている51｡

しかし､アンドレ-エ研究者のデュルメンが指摘するように52､『クリスティアノポリ

ス』はアンドレ-エの最も重要な作品と言われながらもこれまでその価値に見合う正当な

評価を受けてこなかった｡｢(プロテスタントの)キリスト教見地による面白みのないカン

パネッラ作品のパラフレーズ｣53､｢小市民的なヴユルテンベルクの共同体を国家的理想に

加工したもの｣ 54といった過小評価がある一方で､｢他の影響から自由な独創性のある作

品｣ 55という過大評価の声もある｡とりわけ､この作品が描き出す理想社会を当時の時代

的な背景や周囲-の影響関係において捉えようとする試みは少ない｡ルイス･マンフォー

ドによる進歩的なギル ド社会に対する賞賛も56､作品の宗教的側面を回避しようとした結

果であると言わざるを得ない｡

が､何よりも 『クリスティアノポリス』の評価において都合が悪いのは､アンドレ-エ

の初期の作品である暮夜十字文書との関連においてのみこの作品が語られる場合である｡

現在でも番葎十字の名を冠した秘密結社が存在し､本来は架空の存在であったとは言えあ

る意味においてはフリーメイソンを準備したとも言える蕎蕨十字団がヨーロッパにおける

秘密結社の歴史に及ぼした影響力は言うまでもなく大きい｡しかしアンドレ-エが暮夜十

字文書に関わった期間は短く､ルター派の神学者として宗教関係の著書を数多く残し､ヴ

ユルテンベルク公国の宮廷牧師として教会改革や教育改革に大きな貢献を果たしたその業

績全体と比べると､暮夜十字文書の比重は決して大きくはない｡彼の 100点以上にも及ぶ

著作57の多くがラテン語で書かれており58､ドイツ国内でさえ入手困難であるためにその著

作活動の全体を視野に入れることは確かに容易ではない｡しかしエルンスト･プロツホの

ように､『クリスティアノポリス』はそれ独自で意味を持つものではなく､その価値は ｢暮

夜十字団との関わりにおいてはじめて判定できる｣ 59と考えるのは極めて不当な評価であ

る｡アンドレ-エ研究者にとって 『クリスティアノポリス』はむしろ著者の ｢宗教的な立

場を知るための最も信頼のおける入門書｣ 60であり､また作品成立当時の学問的 ･宗教的

状況について省察するための刺激を沢山含んだ文学作品なのである｡

筆者は拙論 ｢反宗教改革時代のユー トピア ー カスパール ･シュティプリンの 『ェウダ

イモン国見聞記』-｣ 61においてシュティプリンの作品をドイツの改革文書の伝統におい

て捉え､そのユートピア構想を反宗教改革時代の人文主義者の理想像として括いたが､以
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下の考察においては､アウクスブルクの宗教和議が平和をもたらさず新教が分裂していた

時代､その分裂を乗り越えて新たな精神性を獲得しようとした精神の反映として､このド

イツ第二のユートピア文学を考えてみるつもりである｡

3-2.理想国家の形態

理想の国家クリスティアノポリスは南極地方の海上に浮かぶカバルサラマ島にある都市

である｡-プライ語で ｢平和の村｣を意味するカバルサラマ(Capharsalama)62は､小さいが

土地は肥沃で動物の数も多く､さながら地球の縮図といった島であるO都市国家クリステ

ィアノポリスはかつて他の土地で迫害され､この島に逃れ来たキリスト教徒たちによって

造られたOある日海難に遭って一人この島の海岸に漂着した一人称の語り手である主人公

は､礼節や観相､教養などの点において外来者を吟味する "試験''に合格すると滞在を許

され､客人としてもてなされるうちにこの都市について学ぶことになる｡

クリスティアノポリスは正方形の外濠と城壁によって護られている｡城壁の外側は農地お

よび牧草地で､城内には3階建ての建物が4層を成して並び､外側から住宅街､倉庫､官

庁舎､学院として利用されている｡これら煉瓦造りの建物は華美でも貧相でもない統一さ

れた様式を持ち､市の中心部に建つ参事会堂を兼ねた円形の寺院のみが王宮並みの壮麗さ

を誇っている｡

共同体の経済はほぼ完全な自給自足制で､食料や生活必需品は配給され､清潔な住居や

家具､衣類なども共同体が管理供給する｡貨幣や私有財産は存在しない｡住民は食料補給､

手工業､教育 ･政治の三種の分野のうちいずれかに従事し､その区分ごとに居住区を形成

しているが､国民性として平等主義､平和主義､また富を軽蔑する価値観を育んでおり､

信仰と柔和な性格によって皆が平和裏に暮らしている｡

Fクリスティアノボリス』ピースクーフェルト編によるレクラム版の挿絵
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3-3.手工業組合

手工業には金属､石工､木工､繊維という4種の職種がある｡職人たちはそれぞれ同職

組合を作って暮らしており､｢都市全体が一つの工房のようである｣630製品は都市全体の

需要に応じて生産され､共同体によって管理 ･分配されるが金銭による売買はなく､生産

者に対して与えられる名誉のみが唯一の報酬とされている｡語り手を瞳目させたのは手工

業に従事する住民の職業的知識と技能である｡職人たちは不本意に労働に束縛されるので

はなく､正確な科学的知識に基づいて長年修養を積んでいるので､たいていの手工業者が

学識を備えた専門家(Gelehrte)である｡製品の生産は必要性からではなく､｢人間の精神が

様々な道具を通して顕現するよう､芸術性を競い合い高め合うために行われる｡｣64
その他､夜警や道路工事､ワイン作りといった公共の義務が全ての住民に公平に課され

るが､皆が喜んで労働に勤しむため労働の効率がよく､休養と独りで行う内省のための自

由時間も十分に与えられている｡また､隣人愛の実践によって病人や老人といった弱者は

手厚く保護されており､この国を高度な福祉国家と呼ぶこともできる0

3-4.政治機構

クリスティアノポリスには国家のあるべき形態を教える国家学(dieStaatskunst)という名

の学問があるが､それによると福音はキリスト教徒に異教徒のそれとは違う国家体制を求

め､それは絶対主義王政と相容れないものである｡よってクリスティアノポリスは三頭委

負(Triumvirat)による共和体制を取っている.

三頭委員は神学者､裁判官､学者によって構成され､それぞれ職務の最高位の者がその

地位につく｡他に首相(Kanzler)がおり､三頭委員の決定を市民に伝える広報役を果たして

いる｡市民の代表は24名の評議員(senatoren)および 12人の臨時評議員で､敬虐さ､率直

さ､勤勉さにおいて秀でた優秀な市民が既述の3種の区分から均等に選ばれ､三頭委員お

よび首相と共に定期的に会議を持つ｡また政府は8人委員と各委員の下に8人づつ配置さ

れた官吏から成り､彼らが市の統治を行う｡

とは言え､国家形成の基本理念がキリスト教にあり､クリスティアノポリス人の真の指

導者は神とキリストであるので､あらゆる政治的決定において神の意志が量られ尊重され

る｡10条から成る憲法はキリスト教の道徳律のようなもので､年貢の規則以外にその他の

法律はない｡不道徳は早くから矯正するという主義であり､統治は委員等がキリストの模

範に倣って生活の手本を示すことによって行われる｡しかも正義の概念が行き届いている

ので､訴訟は容易に調停される｡最大の罪は神の冒涜と他者の名誉穀損であるが､彼らは

罪人からなるべく改俊と償いを導き出し､神の慈悲に則って赦そうとする｡キリスト教は

彼らにとって人間を団結させ､より善い行動をなさしめ､幸福に至らしめる最高にして唯

一の理念なのである｡

3-5. クリスティアノポリス人の宗教
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クリスティアノポリス人が信じるキリスト教は､実は新教と同定されているわけではな

い｡彼らは以前迫害されたキリスト教徒の子孫と言われるが､迫害の理由は語り手にも不

明であるoクリスティアノポリス人は自らをキリスト教徒と呼ぶのみで､宗派という言葉

やルター派という名でさえ嫌う｡彼らは宗派の分裂を非キリスト教徒的と見なしているの

で､宗派分裂の事情を理解しない｡クリスティアノポリスが掲げる12箇条の信仰告白は､

三位一体､キリストの復活､最後の審判､永遠の生命といった存在 ･現象を信仰する何ら

特異性のないもので､その教義はアウクスブルクの信仰告白とも､語り手自身の宗派であ

るルター派の教義とも矛盾しない｡換言すれば､クリスティアノポリス人は複雑な教義な

ど必要としない｡教会は重要ではあるが､現実の教会よりも大切なのは心の中に存在する

教会である｡65また彼らの信仰の特徴はその教義にあるのではなく､彼らの生活にある｡

彼らは何よりもキリストを師と仰ぎ､キリストの言葉を読み､キリストにのみ従うように

教えられる｡いわゆる "キリストのまねび"によって生活することが彼らにとっての最高

の徳なのである｡謙って神を敬い､清貧を尊び､富や現世的成功といった俗世の価値を蔑

み､隣人愛を旨として誹譲や孤独や死にも動じない精神力を養うことが彼らの生活の目標

である｡そしてこのように生活していれば来世における至福の生活を地上において享受で

きると考えられているのである｡

3-6. 義務教育と学院

クリスティアノポリスの最も重要な国家事業は教育である｡教育に関する記述も作品中

の大分を占めている｡子供たちは6歳を終えると皆が学院(Kollegium)に寄宿し､男女共に

学業を始める｡学院は国の大切な宝である子供たちを保護すると同時に彼らに宗教と学問

を教える重要な機関で､教職は最高位の職務とされ､品位や誠実さ､寛大さを備えた分別

ある男性がその任を担う｡

教育における最重要課題は､清く謙虚な心で神を敬うこと､最上の貞節 ･道徳を身に付

けること､そして精神を鍛錬することとされているが 66､学科の学習は極めて重要で､学

院はさながらヨーロッパ中世の大学のような様相を呈している｡

学院には8つの講義室があり､それぞれ定められた学科の講義に使用される｡第-の講

義室では祈祷や賛美歌や道徳が先ず教えられ､次いでギリシャ語､ラテン語､-プライ語

及びその他の外国語の授業が行われる｡また文法と修辞学もここで学習される｡第二の講

義室は `̀最も高貴な学問''とされる弁証法の講義室である｡ここではまた形而上学や､さ

らに高次の学問である神智学の修養が行われる｡第三の講義室は数学および幾何学のため

の教室で､ここで数学と幾何学を学んだ者は第四の講義室である音楽の部屋に進み､器楽

演奏や合唱練習を行う｡第五の講義室は天文学と占星術の場である｡また第六の講義室で

は物理学と歴史 ･教会史､第七の講義室では倫理学､そして最後の第八講義室では神学の

講義が行われる｡これらの学科の他に､医学と法学の学習も行われる0

市内には学院の他にも様々な教育施設がある｡図書館､公文書館､薬局､印刷所や絵画

工房､化学実験室､解剖学実験室､自然史博物館などである｡さらに望遠鏡や幾何学の器
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具､プラネタリウムに似た装置を備えた数学館があり､子供たちに学習の場を提供してい

る｡また学院を囲む庭には1000種類以上もの植物が育つ植物園があり､植物の他にも鳥類

や昆虫を観察することができる｡

教育においては知性のみならず実用性も重んじられ､一目の半分は工芸 ･手芸の学習に

宛てられる｡さらに自由時間には球技､乗馬､レスリング等のスポーツが行われ､子供た

ちの健康管理も教育者の重要な課題である｡

3-7. 自然科学-の期待

上記のような教育に関する詳細な既述から､クリスティアノポリスの教育 ･学問におけ

る特徴がいくつか浮かび上がってくる｡先ず､自然科学に重きを置く実証主義精神の存在

である｡化学､数学､物理学などは世界を理解するための必要不可欠な知識とされ､その

有用性はしきりに賞揚される｡例えば ｢算術を知らぬ者は何も知らず｣ 67､｢幾何学のおか

げで容易にならない学芸はない｣ 68とされ､｢彼らは日々驚嘆しつつ､精神を鋭利にしてく

れるもの､労働を軽減してくれるものを算術の中に探そうと熱心に努めている｣ 69｡また

化学実験室では､｢人間の勤勉さが古代以来自然の深みから撮り起こし､引き出してきたも

のすべてが検証される｣ 70｡それは人々が自然を公正に理解するためであり､｢真の人間で

あれば誰もが推進すべき､人間的で大規模な試み｣71だと考えられている｡同様に物理学

も必須の学問で､人間に関する忠実な研究を多く行った後で物理学を知らないとしたら､

それは不名誉なこととされる72｡またクリスティアノポリス人の知識欲は百科全書的で､

事物を知ることに多くの労力が費やされる｡例えば自然史博物館や数学館ではジオラマや

鉱植物の標本､天体模型などを使って視覚による博物学的学習が行われ､また薬局は健康

の増進のみならず "悟性の教育''の場ともなっている｡つまりそこでは ｢学芸の完成に関

わるあらゆる要素､生きとし生けるもののうち入手できるものすべてが蒐集され､細心の

注意を払って分類されている｣ので､自然科学に強い関心を抱く市民にとって薬局はさな

がら｢自然の概説書｣となっているのだ｡｢この蒐集と分類は学問には不可欠の気高い基礎

である｣｡と言うのも ｢事物を名付けることによって事物そのものを認識する｣ 73ことがで

きるからである｡

この知識欲は職業の場においても発揮されている｡例えば鉱物を扱う職人たちは ｢自然

の内奥を知ることに喜びを見出す｣ 74がゆえ､工房で行われる作業は ｢自然の真の探求｣ 75

ともなる｡

またクリスティアノポリス人は､理論の実践や機械器具を使った能率を尊ぶ合理主義精

神の持ち主である｡｢ある事象においてある理論の有効性が認められたら､人間にとっての

実用的有用性を試してみるべきだ｣ 76と考えられ､およそ学識のある人間であれば ｢学問

のもたらす器具を理性の抽出物と見てその価値を理解し､首尾よく実践に応用することを

学ぶべきである｣ 77とされる｡よって工房においても､｢理性に従わないもの､マクロコス

モスの最小単位の要素にまで観察されないものは何物も立証されたことにならない｣ノ78の

で､｢地球がその懐に抱くものはすべて科学の道具が持つ法則によって精査される｡｣ 79彼

-23-



らは､｢実験によって物質を分析せず､有能な機械器具によって知識の不足を補おうとしな

い限り､人は無能な輩である｣ 80という実践的能率主義わ持ち主なのである｡

3-8.神秘主義の存在

しかしクリスティアノポリス人の心の中には､能率工学に対する信頼や科学的研究及び

産業改善-の意欲と同時に､神秘主義的傾向が矛盾することなく共存している｡例えば形

而上学より高次の学問とされる神智学は､神の啓示を受けることのできる限られた人間し

か学ぶことができない81.建物の建築においても､"ダビデの家の鍵"のように神の業を理

解して実行するための秘匿された数字が重要で､クリスティアノポリスには啓示によって

それを得る人々が存在する12｡また､空にはキリストを動力とする目には見えない別の天

空､別の星々があるとされ､それを神の力によって見ることがクリスティアノポリス人に

とっての占星術である83.人間を世界像の縮図として捉え､自然に関する知識や物理学の

理論が結局は全て人間理解に結びつくとされる点などからも､この共同体には神秘主義的

傾向の他に-ルメス-カバラ主義､パラケルスス主義的志向の存在が見て取れる｡この魔

術的 ･神秘主義的側面は､後述する歴史家たちによって 『クリスティアノポリス』と暮夜

十字文書との共通性としてしばしば前景に押し出される点であるが､これらの特徴はルネ

サンス期にその合理主義と共存していた神秘主義的世界観の反映であり､クリスティアノ

ポリス人の精神性としてはその主知的合理主義精神と共に総体的に捉えられるべきであろ

う｡とりわけ知的な営為に着目するならば､『クリスティアノポリス』に描かれているのは

`̀科学革命の翠明期に生きた後期人文主義者''にとっての知的共同体の理想像であると言

うことができるだろう｡尤もこの共同体の存在意義は､以下に述べるような宗教的目標と

共に語られねばならない｡

3-9.神の国を地上に

合理主義精神の持ち主であるとは言え敬度なキリスト教徒であるクリスティアノポリ

ス人たちにとって､あらゆる学問､あらゆる営為は神の意志に発し､神の意志に従い､神

の意志に帰結するものである｡｢世界は豪華な神の劇場であり､人間がそこに生を受けるこ

との目的は､神の奇跡を目にし､神の贈与物を他と分かち合い､神の業を讃えつつそれを

体験することにある｡｣ 84っまり人間にはこの世界を知る義務があり､そこにすべての学問

の目的が収欽する｡知識を得れば人はそれだけ人間の倭小さを思い知って謙虚になり､あ

らゆる知識の実践が神の意志に沿って行われなければならないことを理解するとされる｡

｢この全き世界の用益権が人間に与えられたからには､人間はその返礼として様々な事物

を体験する度に神-の恭順を示す義務がある｣ 85からであるO例えば化学実験室は､｢地上

に著されたれ神の手による神秘が解き明かされる場所｣ 86であり､物理学でさえその一番

の目的は ｢神性の火花である人間の魂が人間にもたらすものを知る｣ $7こととされる｡手

工業の生産において芸術的表現が重視されるのも､その際 ｢人間の中にある神の火花が素

材を通じて輝き出す｣ 88と考えられているからであるO
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政治においても同様に､為政者である三頭委員の長はまさに神の声を聞く従者であり89､

委員の決定を告知する宰相は ｢神の通訳｣ 90と呼ばれている｡神は出発点にして全てが還

元する唯一の基準点なのである｡

生活においてはキリストの模範に従うことが最も肝要とされる｡キリストは ｢知識の権

化｣ 91であると同時に ｢生活の本｣ 92でもあり､キリストを模倣し､非キリスト教的な価値

観を忌避し､隣人愛を実践することが個人生活における理想とされる｡

共同体において､政治､学問､生産､個人生活といったあらゆる面で神の意志を実行する

なら､それは地上において神の国を実現することに他ならない｡それがクリスティアノポ

リスの存在意義である｡

以上のことから､理想郷が地理的 ･時間的に孤立していること､実現不可能な社会であ

ること､現世批判を含んでいることなど､ユー トピアとしての要件を見たしているこの無

可有境は､"福音主義的キリスト教徒による､極めて知的な営為を基盤としたギル ド共産主

義的ユートピア"と呼ぶことができるだろう｡

3-10.新教の分裂と第二の宗教改革

『クリスティアノポリス』の既述は 『ユートピア』や 『太陽の都』と違い､語り手の独

白によって形成されている｡その筆致はいささか単調で変化に乏しく､各章とも必ず現実

批判を含んでいるため､ドイツ語版の編者であるピースターフェル トの指摘によるとその

構成は説教のそれに似ている93｡ 著者自身もトマス･モアの作品と比べると ｢才気に欠

ける｣と認める通り94､文学としての美的価値は 『ユートピア』には及ばない｡しかしそ

の歴史的背景と影響の広がりについて考察するならば､『クリスティアノポリス』は時代の

証としてとして興味深い意味を持つことがわかってくる｡そのためにはこの作品成立当時

のキリスト教会を巡る状況を知る必要があるだろう｡

宗教改革以降､ドイツにおける宗教的状況は額邦国家の政治的問題等が絡んで激しく揺

れ動いていたが､特に ｢アウクスブルク信仰告白｣以降の新教は､熱狂派､再洗礼派､心

霊主義者､反三位一体論者､カルヴァン派などの諸派に分岐し､その分裂ぶりは新教徒が

他の宗派を批判した書物が反旧教的書物の3倍にも達するほどであった｡95正統派ルター

派教会は旧教側とカルヴァン派双方からの批判に耐えるべく教義を純化する必要性から､

正統派以外の宗派を異端として厳しく弾圧するようになる｡

アンドレ-エが生まれたヴユルテンベルク公国は 1534年以来のルター派新教国である

が､特にシュヴァ-ベンには千年王国主義の歴史があるり､アンドレ-エが学んだ大学町

テユービングンも､様々な思想 ･宗派が交わり結ばれる場所であった017世紀初頭にも､

"目に見えない教会"の重要性を説いた神秘主義的心霊主義者のヴァイゲル派や福音的心

霊主義者のシュヴァイクフェル ト派など､改革派左派と呼ばれる人々が多く住んでいたが､

大学の神学部は正統派教会の教義を洗練させたアリストテレス的な論理的教義体系を堅持

しており､正統派以外の神学を許容しなかった｡しかし教会の外で旧教に対する偶像破壊

が行われる一方で､内部では聖職や学位の売買などの腐敗が横行しており96､ァンドレ-
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エは学生時代から教会にも大学にも大変批判的であったと言う｡

1606年､敵対的な神学論争に明け暮れる新教の現実を批判した 『真のキリスト教につい

て』 97がブラウンシュヴァイク候国の神学者であるヨハン ･アルン ト(Joham Amdt,

1555-1621)によって上梓される｡人がキリストの教えのために激しく論争しながらもキリ

スト教徒としての信仰生活を蔑ろにしている現状を嘆き､本来神学とは教義であるよりも

生きた経験と実践である98と説いたこの本は､17世紀に最もよく読まれた信心書であった

と言われている9,｡アルントの信条は､神の言葉の倫理的実践を重視したヨハネス ･タウ

ラー(JoharmesTauler,1300-1361)や 『キリストに倣いて』で知られるトマス ･ア ･ケンビス

(ThomasaKempis,1378(80)-1471)らを生んだドイツ神秘主義の伝統に繋がるもので､それ自

体決して特異なものではないが､正統派ルター派教会からは神秘主義に傾倒する異端と見

なされ､テユービンゲンでも激しいアルント批判が起こる｡しかし自らが属する教会の狭

量な教条主義を批判していたアンドレ-工やその仲間たちは､ルターによる教義の改革は

信仰と行為を一致させる信者の生活改革によって補完されるべきだとするアルント神学を

真筆に受け止め､次第に第二の宗教改革の必要性を痛感するようになる｡晩年アンドレ-

ェが自らを ｢アルントの弟子にして信奉者｣ 100と呼んでいるように､アルントはアンドレ

-エにとって神学上の模範となった｡

一方､一般社会においては貧富の差の拡大や通貨価値の下落などから貧困層の生活水準

が低下し､迷信が横行するなどして信仰改革のみならず学問の進歩による生活改革の必要

性も増大していた｡宗教改革以降､新旧両教会で人文主義的学問が異教的であるとして迫

害されるようになったこともあり､科学的研究は徐々に方向を転換する｡アンドレ-エの

友人でもあったヨハネス･ケプラー(JohannesKepler,1571-1630)が自分の天文学的作業を

｢純粋に数学者として論じている｣と述べたことに象徴されるように､天文学や生物学､

化学に代わって数学と物理学が重視されるようになり､学問の交流も拡大した｡しかし大

学の制度は硬直したままで､若者たちの間では新しい精神性と学問的転換点-の希求が高

まっていった｡その熱量が番蕨十字運動やその他の様々な協会 ･結社を誕生させる動力と

なる｡

3-ll. ｢香車十字文書｣と ｢キリスト教協会文書｣

最初の蕃葎十字文書､『クリスティアン･ローゼンクロイツの化学の結婚』101(以降 『化

学の結婚』と略記)は1603年､アンドレ-エが 17歳の時に書かれた作品である｡著者自

ら `̀笑劇(ludibrium )"と呼ぶこの荒唐無稽な親刺小説は､高次の徳を有する秘密結社に迎

えられる修道士ローゼンクロイツの寓話物語である｡さらに5年後の 1608年､彼は友人の

トピアス ･-ス(TobiasHeB,1558-1614)らと共にある秘密結社に関する文書を作成する｡そ

の結社の始祖は 『化学の結婚』において創作されたクリスティアン･ローゼンクロイツ､

結社の名は `̀番夜十字団''､そしてこの文書は結社の世界改革に向けた沿革を述べて有徳の

氏に参加を呼びかけるものであった｡この小冊子 『尊徳十字の名声』 102は先ず手稿写本と

して出回り､1614年にはカッセルで出版される｡それが多くの関心および誹誘中傷を呼び､
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`̀蕃葎十字騒動"とも言うべき運動に至る事情は､既に多くの書物が伝えるところである｡

この 『化学の結婚』,『蕃葎十字の名声』という二つの蕎硬十字文書は,アンドレ-エの著

書の中で最も有名なものではあるが､思想家としての彼の業績全体に占める番夜十字運動

の意味は､本来決して過重に評価されるべきではない｡

『暮夜十字の名声』が 1614年にアンドレ-エの意志に反して出版されたというフリー

ドリヒ･ブラ-ンやロラン･エディゴフェルの指摘は103､アンドレ-エ研究にとっては大

きな意味を持つ｡彼が第三の昔葎十字基本文書である 『暮夜十字の信条告白』の成立104に

関与しておらず､後に番葎十字運動全体に対して距離を取ったのは知られていることだが､

それは従来推測されてきたように暮夜十字の名を編る偽書の氾濫等から距離を取るための

韓晦策105や世俗的保身106､あるいは副牧師としての落ち着いた社会生活の開始107による心

情的変化の表れというよりも108､アンドレ-エの明らかな思想の変化に因るものと考える

べきだからである｡

『蕎葎十字の名声』において請われている世界改革は､旧制度の枠を超えるあらゆる知

識の収集と伝達によって達成されるものである｡真理がその似姿であるところのキリスト

と知識の授け手である神は賛美されてはいるが､キリスト教徒的生活改革という概念はま

だ登場してはいない｡現世的価値の捨象とキリスト的生活を理念とする共同体の実現とい

う､アンドレ-エが生涯堅持した理想のイメージが彼の著書に登場するのは､1611年頃109､

前述のヨハン･アルントによる著書に出会って以降のことである｡彼はこの頃神学論争か

ら距離を置いてキリストの模範に道を兄い出し始めたとされている｡110また 1610/11年に

行った旅行の途上でジュネ-ヴに立ち寄った際､カルヴァン派の共同体に｢道徳の調和｣Ill

を見出したことも､キリスト教徒共同体に関する彼の考えに大きな影響を与えた112｡彼の

著作の主人公もその特性を変えていく｡1612年､彼は 『クリスティアン･コスモクセヌス

の誕生の証』113という作品を書いているが､主人公のコスモクセヌスはキリストにより悪

の力から解放された者､`̀貴重亡長者"として自らのためではなく人々のために存在する｡

再生した者の指導下では､｢キリストの名において愛と調和､援助と協議､共感と平等が支

配する｣世界が誕生する114｡さらに彼は､1614年以前の成立とされる 『精神の剣の鞘』115

において､慎ましくて善良な人々が全能の友愛団ではなく何ら突飛な点のない真の友愛団

として団結することを提言する116｡これらの友愛団は､結社の保持する学問的規範の継承

と普及を目指す暮夜十字団とは明らかに性質を異にしている｡『暮夜十字の名声』の出版に

賛同しなかった理由として､それがアンドレ-エにとって自らの思想的な過去に属するも

のだったからと考えるのが最も自然な推論ではなかろうか｡

『商務十字の名声』の執筆当時､実際に彼は-スと共にある友愛秘密結社を作ろうとし

ていたとされる117｡この結社の性格は不明であるが､仮にそれが暮夜十字国らしきものを

目指していたとしても､後に彼は暮夜十字団を求める人々の動きが何ら建設的なものを生

み出さないことを知ることになる｡1615年に発表した 『キリスト教の-ラクレスの戦い』

118においてアンドレ-エは､菌葎十字文献に見出されるのは ｢最も恥ずべき軽信の加味さ

れた､暖味でわざとらしい言説だけだ｣と断言している119｡1619年に発表した笑劇 『バベ

ルの塔 』120においても､彼は菩葎十字団について登場人物に以下のように語らせている｡
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｢確かに私は例の友愛団のようなものは自ら放棄します｡しかし真のキリスト教友愛団を､

十字架のもと暮夜の香りを放ち､この世の汚濁と困惑と-愚昧と虚栄から出来る限り離れた

友愛団を､決して放棄したりはしません｡それどころか､敬度で思慮分別があり賢明な人

なら誰とでも共に入会したいと願っているのです｣ 121｡このように秘儀的な香りを放つ結

社-の志向を捨てた彼は､実際 1617年に ｢敬虚で思慮分別があり賢明な｣キリスト教徒に

よる友愛団の結成に着手しているのである｡

アンドレ-エはその年 『キリスト教友愛団-の招待』 122という文書を著し､新たな友愛

団の結成を友人たちに呼びかける｡それは ｢現世的な幸福を断念し､知性と信念において

キリストの愛に感謝し､隣人愛と善行と相互扶助によって連帯する｣ 123ことを目指す団体

で､｢ドイツ人の正統派ルター派信徒で､高潔な生活態度と深い学識を備えた人物｣から成

り124､特に教会共同体の中にあって周囲に模範を示すような存在であるべきとされた125｡

実際にアンドレ-エを中心としてこの友愛団の結成が始まる｡それは1617年当初､イタリ

アからカンパネッラの手稿をもたらした友人ヴィル-ルム ･フォン ･デア ･ヴェンゼ

(wilhelm vonderWense,1586-1637)の助言により｢太陽の都CivitasSolis｣と命名されたが､

その後より現実性を求めたアンドレ-エによって1261619年に ｢キリスト教協会 societas

christiana｣と改名される｡具体的な組織形態はよく知られてはいないが､『太陽の都』の

出版者となるトピアス･アダミ(TobiasAdami)､ヨハネス･ケプラー､建築家ハインリヒ･

シックハル トの甥で歴史上初の計算機の発明者として知られる数学者のヴィル-ルム･シ

ックハル ト(WilhelmSchickhart)等､27名の会員を有していた1270｢キリスト教協会｣は三十

年年戦争の勃発によって存続不能となるが､アンドレ-エは1628年にも｢キリスト教連合

UnioChristiana｣という新たな協会を興している｡

彼は 1618年に 『クリスティアノポリス』を書き終えた直後､さらに 『キリスト教協会

の見本』 128 と 『差し出されたキリスト教的愛の右手』 129の二編を著し､ちょうど 『クリ

スティアノポリス』に描かれたような理想社会を実現するための要項を論考のかたちで発

表する｡この頃のアンドレ-エは､これまで 『菩夜十字の名声』や 『キリスト教友愛団-

の招待』を通して行おうとしてきた友愛団や協会の結成に満足せず､それらが追求してき

た価値を共有するより大きな共同体を希求するようになっていた｡友愛団それ自体がもは

や目的ではなく､そのような集団が見本を示すことにより達成される理想社会が問題なの

だ｡『キリスト教協会の見本』において､｢この世の賢者や選良がなぜ最良の人々の学院や

協会設立-の願望のみで満足しているのか､なぜ人間の幸福の頂点にまで至ろうと努力し

ないのか｣ 130と彼は問う｡｢真理を知り善を成し｣､｢キリストの教えに則って生活改革を

行う｣ 131よう友愛団が先例を示し､共同体も労を惜しまなければ､『クリスティアノポリ

ス』に描かれたような理想の社会を招来することができるだろうに｡

このように見てくると､『化学の結婚JJから 『差し出されたキリスト教的愛の右手』の

成立までの､ある道程が見えてくるように思われる｡『キリスト教友愛団-の招待』､『キリ

スト教協会の見本』､『差し出されたキリスト教的愛の右手』の三文書を ｢蕎鞍十字文書｣

に倣って ｢キリスト教協会文書｣と呼ぶならば､前者が招来しようとしたのは自然科学的 ･

神智学的知識を媒体とした賢者の結社(orden)であり､『クリスティアノポリス』も含めて
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後者の文書が夢想したのは､殆ど清教徒的とも呼べる価値基準に則った知的で公平なキリ

スト教社会だと言えよう｡そして結社(orden)は 『差し出されたキリスト教的愛の右手』の

中では迷信的であるとして批判されているのである132｡

3-12.友愛団から学士院-

イギリスのフランセス ･イエイ+yのような蕃夜十字に魅了された歴史愛好家たちは､

｢蓄夜十字文書｣と ｢キリスト教協会文書｣が目指すものを同一視しがちである｡しかし

この両者の相違を認識している我々は､イエイツのように ｢キリスト教協会｣が蕎蕨十字

友愛団の ｢現実的な何か｣への ｢翻訳｣であるなどと133主張すべきではないし､ましてや

｢アンドレ-エの系譜を引くすべてのグループの活動｣ 134を "寄葎十字的"だなどと呼ぶ

べきではない｡歴史はより犀利な観察眼を必要とする｡

しかし､イエイツがアンドレ-エの "系譜"は王立協会畔oyalSociety)の誕生にも及んで

いると主張するのは正当なことである｡ 『暮夜十字の覚醒』の中で彼女は､ボ-ミアのヤ

ン･アモス ･コメニクス(JanAmosComenius,1592-1670)､ダンツイヒ出身のザムエル ･ハ

ル トリープ(SamuelHartlib,1596-1662)､そしてスコットランド人の神学者であるジョン･

デューリー(JohnDury,1595-1680)らがアンドレ-エによって感化され､イギリスに渡って

学院設立の構想を広め､その努力が間接的に王立協会の創設に結びついたと説いている｡

確かにこの三者はイギリスにおいてコメニウスの汎知学的教育学を成就させるべく ｢普遍

学院｣の設立を模索していたわけだが､イエイツも依拠しているG且 ターンブルの研究135

が明らかにしているのは､ハル トリープとデューリー､そしてイギリスにおける彼らの協

力者たち､アンドレ-エの構想をハル トリープに紹介するドイツ人のアブラハム･ペ-マ

-(Abral1am Poemer)とヨアヒム･ヒュ-ブナ-(JoachimHabner)､またピューリタンの一団

を率いてイギリスから渡米したことで知られるジョン･ウインスロツプ(JohnWi血 op,

1588-1649)など､つまりターンブル論文が扱う人物たちに影響を与えたアンドレ-エの文

書が 『クリスティアノポリス』および 『キリスト教協会の見本』と 『差し出されたキリス

ト教的愛の右手』､つまり ｢キリスト教協会文書｣であって､イエイツが再三再四言その名

を挙げる 『昔夜十字の名声』ではないということである｡このことは明確に言及されなけ

ればならない｡

先ず､生涯最も重要な影響を受けた人物の一人としてアンドレ-エの名を挙げる136コメ

ニウスであるが､彼が最初にアンドレ-エと接触を持ったのは､1628年カルフの教区長を

していたアンドレ-エに彼が手紙を送り､ ｢キリスト教連合｣-の入団許可を求めた時で

あった｡アンドレ-エの `̀友愛団作り"は様々なグループの間で知られていたと言うが､137

三十年戦争の最中にあってこの連合は有名無実となっており､コメニクスは願いを実現す

ることができなかった｡代わりにアンドレ-エから『キリスト教協会の見本』を贈呈され､

こうして両者の文通が始まる｡コメニウスはアンドレ-エの様々な社会改革の企画に強い

関心を抱くが､特にアンドレ-エの教育観が彼に大きな影響を与えたことは､その 『大教

授学』 138を読めば明らかである.
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1631年からダンツイヒに住んでいたデューリーは 1633年頃からアンドレ-エと文通を

始めている｡アンドレ-エの回想を_=よると話題はデュ⊥リー自身の協会構想についてであ

ったと言う139｡デューリーは 『クリスティアノポリス』の翻案と思われる文書(LegesSo-

cietatisChristianae)を著しているが､その後 1959年に記された彼自身の理想の協会像は､

清貧を旨とするキリスト教徒の生活改革および社会改革､そして学問改革を含む点など140､

驚くほど 『クリスティアノポリス』に似通っている｡

さらにコメニウスとヒュ-ブナ-から『キリスト教協会の見本』と 『差し出されたキリ

スト教的愛の右手』を入手したと思われるハル トリープは､1647年にこれらの英語による

翻訳出版を実現させており141､ターンブルの研究からはデューリーとハル トリープが共に

『クリスティアノポリス』および ｢キリスト教協会文書｣を周囲に宣伝しながらイギリス

での協会設立活動を行っている様子が浮かび上がってくる｡にも拘わらず､イエイツが『蕃

夜十字の覚醒』中の一章 ｢目に見えない学院から英国学士院-｣においてこれらの事実に

全く触れず､ 『菌葎十字の名声』のみを強調してアンドレ-エと王立協会の前身との関連

を ｢蕃葎十字から連なるひとつの連続｣ 142であると主張するのは､不当な窓意でなければ

番葎十字の秘儀的な幻惑の故であろうか｡筆者が主張したいのは､王立協会の設立に暮夜

十字的な影響がないということではない｡それはイエイツも言及しているようにハル トリ

ープとデューリー以外の文脈において存在するし､コメニクスも ｢キリスト教連合｣より

以前に先ずは暮夜十字団に関心を寄せている｡しかしアンドレ-エ自身が暮夜十字時代を

終え､暮夜十字団とは異なる目的と精神性を持った友愛団および共同体の形成について夢

想し､それについて多くの文書を残したことによって上記のような人々に影響が及んだと

いう事実は正確に記述されるべきであり､それは蕃頼十字団の影響関係と同一視されるこ

となく論じられるべきなのである｡

3-13.番葎十字からの脱却

これまで見てきた通り､アンドレ-エによる番務十字文書と 『クリスティアノポリス』

には､共に17世紀前半の学問状況を背景にしているだけに-ルメス的キリスト教やパラケ

ルスス的汎知学及び神智学等の伝統を反映しているなどの共通項もある｡しかし両者のエ

ートスは明らかに相違しており､その相違にはアンドレ-エの思想の変化および時代精神

の変容が明らかに表れている｡

『クリスティアノポリス』はヨハン･アルントに対する献辞と ｢キリスト教徒の読者に

幸あれ｣と題された序文で始まる｡アンドレ-エは先ず腐敗した大学や教会の実情や､生

活態度においては ｢快楽主義者と何ら変わるところのない｣ 143キリスト教徒たちに対する

批判を展開するが､そこで蕎夜十字文書のことを `̀ludibrium" (笑劇､冗談､まがい物､

気晴らし)､また暮夜十字団のことは ｢在るやも知れぬいかがわしい結社｣と呼び､その

ような結社や文書が約束することに惑わされないよう読者に求めている｡そんな結社を待

つなどせず､自分で善と思われることを成すべし､つまり福音を学びキリストの模範に従

って生きるべし､と彼は説く｡そしてキリスト教徒が心の平安を以て生きるための模範的
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な国家の例を示そうとしたのが 『クリスティアノポリス』執筆の動機であると述べている
144
0

しかしアンドレ-エ自身による蕎葎十字団の度重なる `̀弾劾"にも拘わらず､その姿勢

は巷葎十字団に対する精神的関与の隠蔽であると解釈され､さらには "アンドレ-エは蕎

葎十字団の指導者である''145という主張まで生まれるのは如何なる理由によるものだろう

か｡このような事態を招くのは､案外誤読が次々と引用された結果であったりするもので

ある0番葎十字団の歴史研究に大きな影響力のある前述のフランセス･イエイツは､ 『ク

リスティアノポリス』が ｢『化学の結婚』の秘密のテーマを偽装した形でくりかえし｣ 146
たものであり､アンドレ-エはその序文でも本文でも ｢暮夜十字団員をうわべで否定する

ことでそれを偽装している｣ 147と述べている｡そしてその主張の根拠として彼女が挙げて

いるものは､ 『クリスティアノポリス』序文と 『化学の結婚』において使用された比橡の

類似であるが､問題となるのは､アンドレ-エが読者に対し､この既述の真偽を確かめる

ために自らクリスティアノポリスを訪れてみてはどうかと勧めている序文の末尾である｡

読者にとって最も確かな方法はしかし(…)蟹座の印を掲げた船に乗り込み､幸運な航海

に恵まれて自らクリスティアノポリスに赴き､神を畏怖しっつかの地ですべてをつぶ

さに検分することであろう｡ではさらば､キリスト教徒の読者諸君､天国-の道に向

かって支度されよ 148｡

レクラム版の注釈者であるピースターフェル トに拠ると､占星術において巨蟹宮が意味

するものは偏見や誤解から明快な認識-の転向であるという149｡それに拠るならクリステ

ィアノポリス-の航海は明るい洞察に至るための旅ということになるOイエイツが 『暮夜

十字の覚醒』で展開する論理は､この蟹座の印を掲げた船は 『化学の結婚』の第7日目に

クリスティアン･ローゼンクロイツが乗船する黄道宮の記された船と同一のものであり､

しかもこの一致は偶然ではなく､クリスティアノポリスの在るカバルサラマ島が､実は｢ロ

ーゼンクロイツが 『化学の結婚』の結びで出帆した航海の途中で彼によって発見されたも

のである｣ 150ことを意味する､というものだ｡しかし実際には 『化学の結婚』第7日で行

われる航海はイエイツの言うような "精神的発見-の航海''ではなく､ローゼンクロイツ

らの騎士団員が国王夫妻の復活の儀式が行われたオリュンボス島から王宮に帰還する時の

ものである｡しかもその12娘の船団は確かに黄道十二宮の船旗を掲げてはいるが､ローゼ

ンクロイツが乗り込む船の旗印は蟹座ではなく天秤座なのである｡例えば 1997年に『化学

の結婚』の注釈書を書いたバステイアン･バーンは､天秤宮の印は黄金の中庸の象徴とし

てこの作品を通じて主人公の体験に伴うものであるとしているが151､いずれにせよそれは

巨蟹宮が象徴するものとは明らかに異なっている｡このように一致してもいない黄道十二

宮の象徴の利用は､10年の時を隔てて成立した作品の関連の根拠とはおよそなり得ない0

『クリスティアノポリス』の最終章に付随する ｢帰還｣において､帰国の途に着こうとし

ている語り手に対してクリスティアノポリスの首相が ｢我々に最大の好意を示してくれる

者は､我々の国を地上から最も畢離し天国に最も近いものとして記してくれるだろう｣と
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述べていることから､引用した序文中の ｢天国-の道｣とはクリスティアノポリス-の道

と同義であることが分かる｡イエイツはまた序文におけるアンドレ-エの暮夜十字批判を

も､ ｢騒動から身をかわしつつ､その実暮夜十字の福音をそれと名ざすことなく説きつづ

けようとした｣ 152ものと解釈してい-るが､ 『クリスティアノポリス』の福音が説く r天国｣

は生活改革によって招来されるものであり､それは 『蕃夜十字の名声』における熱狂的な

千年王国論的福音から明らかに枚を分かち､実践的敬度主義の道を準備するものなのであ

る｡

3-14.敬度主義と啓蒙主義

『クリスティアノポリス』はユートピア文学としてはあまり幸運とは言えない作品であ

る｡アンドレ-エ自身の回想によるとそれは発表当時から不評を買った｡ ｢なぜこのよう

な高貴な試みが馬鹿げたものだと思われたのか､未だにその理由がわからない｣ 153と彼は

言うが､ヴユルテンベルク簡邦教会で異端とされたアルント派や､ ｢見えない教会｣の重

要性を説いて反教会的とされたヴァイゲル派の影響が明らかに作品に表れていることがそ

の第-の理由として考えられる｡あるいは新時代の到来を予感させるような要素が保守的

な読者に不安を抱かせたのかも知れない｡例えば作品中には機械による能率工学の有用性

を信じない人々に対する手厳しい批判等である｡また教育における知識の収集方法は百科

全書的 ･汎知学的で､それらは当時まだ成立していなかった概念だ｡新教各派の分裂に対

する著者の批判の表れである作品中の超教派的な要素は､教会合同運動家であったデュー

リーを惹きつけたであろうが当時は新し過ぎ､一般的には後の敬度主義がエキュメニズム

運動の先駆とされている｡しかし何よりも 『クリスティアノポリス』が興味深いのは､上

記のようにこの作品が敬度主義と啓蒙主義の分岐点を前駆的に示しているからではなかろ

うか｡平信徒の信仰実践の積極的改革という観点は､トマス･ア ･ケンビスやヨハネス･

アルントから受け継がれたものだが､アンドレ-エの鼓舞は敬度主義の創始者と言われる

シュペ-ナ-伊hillipJacobSpener,1365-1705)にとって教会改革の最善の模範となった1540

また､来世においてあり得べき生活を現世において実現することの可能性は､個人が復活

ということを如何に捉えるかにかかっており､アンドレ-エは個人の自由を共同体におい

て昇華する問題を取り上げた最初のドイツ人エリートであると言われている155｡この点に

おいて 『クリスティアノポリス』は16世紀半ばに成立した 『ェウダイモン国見聞記』と大

きな違いを見せている｡アンドレ-エは既に 『クリスティアノポリス』において啓蒙主義

が目標としていたような､理性的-それは彼にとっては神性の顕現ではあるが-かつ自立

的な人格の共同体の実現を目指していたとも言える｡例えばアンドレ-エとコメニウスの

教育観の類似点にも表れていることであるが､両者の普遍言語-の関心が示しているよう

な普遍的知識-の希求や平等主義教育の推進といったアンドレ-エの努力が､ヴユルテン

ベルク公国におけるドイツで初めての義務教育の導入に道を開いているのである｡

3-15.歴史の進歩と衰退するユー トピア
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このように考えると､カール ･マンハイムが 『イデオロギーとユー トピアtllの中で進歩

という表象について語っていることが興味深く思えてくる｡マンハイムは歴史的な進歩と

いう感覚の根源を探っているのだが､一つの根源を "目標としての理性"という西欧的な

理想の中に見ている｡つまり現実は理性的なもの-絶えず近づいていくという考えの存在

である｡そしてもう一つの根源は､千年王国論的思想が敬虚主義に移行していく段階にあ

る､と彼は言う｡その段階とは､永遠が現在の中に送り出るような瞬間を信じる千年王国

論的な意識が衰退し､｢元来は待望であったものが､ドイツという環境の中で期待となり､

千年王国論的な時代感覚が知らないうちに進化的な時代感覚に移行していった一つの過

程｣ 156であったと彼は考える｡理性-の信頼が合理性の側から流入し､同時に宗教的な意

識の変形が生じて人類という種の完成に対する願望が生じる｡敬虐主義は啓蒙主義の対立

者とされるが､一方ではアルントとシュペ-ナ-から辿るとツインツェンドルフPikolaus

LudwigGrafvonZinzendorf,1700-1760)やェティンガ-(FriedrichChristophOetinger,

1702-1782)等の敬虚主義者を介し､歴史的進歩-の信頼や教育の重視､自由な個人の強調

といった要素を経てカントの啓蒙主義-至る一つの系譜がある｡そしてアンドレ-エはそ

のような系譜上に位置し､ 『クリスティアノポリス』によってまさに上記の移行段階の例

証を示していると考えることができるのである｡

『ユートピア』や 『太陽の都』と比べて 『クリスティアノポリス』は現実との近似性が

大きいとよく指摘されるが､マンハイムも ｢千年王国論的な意識にくらべると､この進歩

という考えの中には､すでに､生成発展している時代の具体的な ｢ここと今｣(hicetnunC)

にますます接近し関与するということが含まれている｣ 157と述べている｡このことはアン

ドレ-エが ｢総合的生活改革の先駆者｣ 158と呼ばれていることと無関係ではない｡｢ここ

と今｣-の接近はユートピアが相対的に衰退することを意味しているのだが159､そのよう

な場合､ユートピアは無可有郷の物語というよりむしろ "歴史画の一部"160としての価値

を獲得する｡

『クリスティアノポリス』で語られる `̀福音主義的キリスト教徒による､極めて知的な

営為を基盤としたギル ド共産主義的ユー トピア''の物語は､ユー トピア文学であると同時

に番葎十字から敬虚主義 ･啓蒙主義-至る歴史画の一部でもあり､また生活改革の宣言書

でもある｡ ドイツ改革文書の伝統において見れば､それは改革文書の系譜とユートピア文

学の系譜が最も天国に近い場所で交わった､ある意味で最も幸福な例と言えるのではなか

ろうか｡

4.モダニズムが夢見たユートピア :-レラクの頂点､祝祭週間

4-1.-レラヴの文化史的布置

以上､16世紀及び17世紀に成立した二編のユートピア文学と改革文書について考察し

ながら､ドイツにおけるユートピア思想および生活改革思想の伝統を顧みてきた｡これら
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の改革思想は､宗教界の腐敗と不和､階級制度による不自由､生活苦及び拝金主義による

不公正等々､その時代の社会の実情と欠陥を反映しながらも､イデオロギー的意識であれ､

ユー トピア的意識であれ､いずれも ｢存在を超越した表象｣であった｡しかし19世紀後半

に始まるモダニズムのユートピアとも言うべき田園都市の建設運動は､拙論 ｢モダニズム

が夢見たユートピア :ドイツ田園都市建設の歴史(3)-E･ハワードに先んじたドイツの田

園都市構想｣ 161でも論じた通り､プラトンの 『国家』以来の理想都市構想の伝統に連なる

ものでありながら､もはや単なる表徴ではなく実際に都市計画を実現させた例である｡｢ユ

ートピアはあらゆる進歩の本質であるし､よりよき未来-の試みである｣ 162とユートピア

思想の重要性を説いたアナトール ･フランスは､｢寛大な夢から慈悲深い現実が誕生する｣

と語っているが､実際にドイツ最初の田園都市-レラウを誕生させたのは､企業家カール･

カミロ･シュミット畔arlCamilloSchmidt,1873-1948)らの寛大な夢であったOしかも1912

年と13年に開催された-レラクの祝祭週間は､その夢の最も華やかな実現のかたちであっ

たと言えよう｡以下においては20世紀に目を向け､ドイツ田園都市建設運動が結実した最

も著名な例である-レラウがどのようにその歴史の頂点を迎え､その歴史を閉じていった

かを記述し､20世紀における生活改革思想の行方について省察してみたい｡

先ず ドイツ最初の田園都市である く-レラヴ)という現象をなぜ記憶 ･記述する意味が

あるのかを考えるにあたり､集約的に以下の3点を指摘しておきたいo

1.田園都市構想は､労働者コロニーや芸術家コロニー､あるいはジードルング (集合住

宅もしくは新興住宅地)建設その他の生活改革運動に託された理想を総合する形として19

世紀末のイギリスに誕生したものである｡イギリスの田園都市であるレッチワースやウェ

ルウインが順調に発展したのに比べ､ドイツの田園都市建設計画は世界大戦によって大き

く阻害された｡-レラクのはしかもその発展の経緯がヴァイマール期からナチス時代にか

けて次々と出来した社会の変化を反映しているという点で､歴史性を濃厚に帯びている｡

2.-レラクの建設は くドイツ工作連盟)の進歩的な建築家たちの手によるものだが､特

に住宅デザインの選定機関となった (建設と芸術鑑査委員会)の働きもあり､共同体の景

観には `̀ヴィル-ルム時代としては類を見ない 163''と言われるような統一感が生まれるこ

とになった｡特に (ダルクローズ学校)として知られ､-レラウの象徴的建築物となった

リトミック学校の祝祭劇場は､ハインリヒ･テッセノウの最高傑作としてドイツの建築史

上に名を残すことになる｡

3.-レラクは"音楽のペスタロツチ"と呼ばれたエミール･ジャック-ダルクローズ四mile

Jaques-Dalcroze,1$65-1950)を招聴して彼の提唱するリトミック教育を住民教育の中心に据

えた｡同時に子供たちに手作業の学習を課し､労働と芸術活動を調和させた生活の実現を

目指した｡それによって-レラウは本来の田園都市構想の枠を越え､後年駐日フランス大

使となるポール･クローデルが｢新しい人間性の実験場 (laboratoired'unehumanit6nouvell)｣

164と呼んだように､(新教育)の実践の場ともなる｡この点において-レラウは､田園都

市としては数年後に建設された (田園都市シュタ-ケン)や (田園都市フアルケンベルク)

と､また芸術家コロニーとしてはヴオルブスヴェ-デやモンテ ･ヴェリタと性格を異にし

ている｡
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以上のように､ドイツ最初の田園都市として建築史上画期的な存在となった-レラウで

はあるが､その名を最も効果的に世に知らしめたのはやはりダルクローズ学校の存在とそ

の学校祭である｡ダルクローズ学校が年に一度に開催した学校祭は祝祭週間と呼ばれ､リ

トミック教育理論の実践を紹介するのみならず､オペラや演劇のリトミックによる芸術的

表現を発表する場でもあった｡特に1913年の祝祭週間にはヨーロッパ中から舞台芸術･文

学関係者が訪れ､`̀世界的な成功"と言われるほどの文化史的出来事となった｡まさに-レ

ラクの歴史の頂点である｡

本論では筆者のこれまでの論文165が田園都市に関して紹介してきたことに基づきなが

ら､特に祝祭劇場と祝祭週間とに焦点を当て､その理想や後世に及ぼした文化的影響につ

いて論じてみたい｡

4-2.ル ･コルビュジェと α総体としての芸術作品"

多くが (ドイツ工作連盟)のメンバーであった進歩的な建築家による-レラクの建築物

の中でも､ハインリヒ･テッセノウpeimiChTessenow,1876-1950)によるダルクローズ学校

の校舎は最も知名度が高く､テッセノウの最高傑作とも言われている｡この建築の価値を

早くから認めていた者の中に､-レラウの建設に参加したいという希望が叶わなかった若

き日のル ･コルビュジェがいる｡

1910年､ウィーンとパリでの修行を経てベルリン-やって来た建築家志望のシャルル ･

エドゥアール ･ジャンヌレ(Charles丘douardJeameret1887-1965)は､著名な建築家であるベ

ーター ･べ-レンスの事務所で働き始めるo直にドレスデン郊外の-レラウを訪れるが､

そこには兄のアルベール ･ジャンヌレが住んでいた｡音楽家であったアルベールは既にジ

ュネ-ヴ時代からダルクローズの下で学んでおり､1909年ダルクローズと共に-レラクに

移り住んでリトミック教師兼作曲家として活動していた｡彼はバウハウスのオスカー ･シ

ュレンマ-が《トリアディック･バレエ》を考案する際､作曲面での協力者となっている166｡

兄の住む誕生したばかりの田園都市に感銘を受けたシャルルは､両親に次のように書き送

?ている｡｢特にここの新しいものに魅了されています｡新しい絵画や音楽､文学の様式に｡

(…)僕は探求者を愛する167｡｣もちろん関心の中心は建築であった｡ノイ ･ビーダーマイヤ

ーとも言うべきリーマーシュミットの様式には感心しなかったが､テッセノウの仕事には

強く興味を惹かれた｡ダルクローズ学校建設の準備段階でその設計図を目にした彼は､テ

ツセノウに手紙を書き､この設計 ･建築作業に参加したい旨を伝える｡が､テッセノウは

後にル ･コルビュジェと名乗るこの若き建築家の協力を望まず､べ-レンスの事務所を辞

めてでも､と考えていたル ･コルビュジェは落胆する｡それでも彼は自分のノー トに ｢事

実はと言うと､テッセノウとジャックとザルツマンが-レラウのために設計したこの劇場

が､時代の芸術的発展を示す-つの道標になるだろうということだ.｣と書き記している168.

彼は2年後に再び-レラクを訪れ､完成した祝祭劇場を目にするoそれは確かに多くの人

が目を見張る建築だった｡周囲を見下ろすようにして拓かれた台地に建つこの建物を見て､

人は古代の体育館のようだと言い､また教会､あるいはイタリアの修道院のようだとも言
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った｡が､讃美者はこの建物に機能に仕えるテッセノウの意志を見ていた｡慮り場内の舞台

空間を設計したアドルフ･アッピアはダルクローズに宛てて書いている｡｢この建物の建築

はあなたがそこに芽生えさせようとしている生活の前では後退しなくてはならないという

ことを､テッセノウは全く天才的に理解したのです｡驚くべき直観です｡誰でもこれほど

うまくはできなかったでしょう1690｣ダルクローズが実現しようとしていた "生活"の目

的は､先ず生徒たちの身体をリトミック教育によって肉体的および精神的生命のリズムを

感受するものに造り変え､それによって個々の生の機能を活性化すること､そして彼らの

活力全体を統合して集団による感情的 ･芸術的表現を可能たらしめることである｡

自らも音楽家を志したことのあるル ･コルビュジェも､劇場の建築的意味とダルクロー

ズのリトミック教育とは不可分のものであることを理解したO彼にはR.シュトラウスに代

表される ｢狭量で歪んだモダニズムの音楽｣が最終的には自己解体につながりかねないと

思えたのに対し､ダルクローズの音楽170とリトミックは ｢単純さと喜び､融合-の希求と

健康への回帰｣をもたらすように思われた171｡そして祝祭劇場の建築は､そのような改革

の意志を持った ｢共同体に可視的な表現を｣与えるものだった｡新しいものを作る情熱と

ギリシャ建築の古典的明快さ-の回帰願望との両極間で自分のスタイルを模索していた

ル ･コルビュジェにとって､"禁欲的で簡素" 172な美によって周囲を瞳目させたテッセノ

ウは､重要な模範の一人となった｡1913年にもル ･コルビュジェはテッセノウと-レラヴ

について書き記している｡そこではテッセノウは ｢あの教育施設の建設によって､良きも

のと有益なものとの結合を固定した｣人物であり､さらに ｢この建築の巨匠はただ一瞬た

りとも美しいものを作ると主張したことがない｡彼は自分が住処を作ってあげた人々のた

めに奉仕しようとしたのだ｡まさにそれ故､-レラウは様々な箇所で､つまりあらゆる尊

大さを排除することに成功している箇所で､とても美しいのだ｣と記されている｡ル ･コ

ルビュジェには､ダルクローズとテッセノウがそれぞれ ｢̀̀善"と `̀有用性"の時代｣の到

来を告げているかのように思われた｡そこでは ｢幸福は有用性を持ち｣､街は ｢総体として

の芸術作品｣となる173｡ル･コルビュジェの見た-レラウはその実現可能性を秘めていた｡

そこには ｢何か天才的なものが誕生するための､芸術家たちが総体としての芸術作品を目

指して前進するための最適な前提条件｣がある､と彼は記している174｡ル ･コルビュジェ

の "ドミノ･システム"が発表されるのは翌年の 1914年であるが､後年顕著となる純粋主

義に対する彼の志向は､すでに上述のテッセノウ讃美に表れている｡インドはパンジャブ

州の新都チャンディーガル市の建設によって1955年に実現した彼の都市計画の夢も､ある

いは-レラウとの遭遇によって萌芽していたのかもしれない｡

現在､都市郊外の静かな住宅地といった風情の-レラウの町並みを眺めると､この時の

ル ･コルビュジェの感慨を追体験するのは容易ではない｡しかし松林に縁取られた砂地勝

ちの痩せた畑地に一流の建築家の手による住宅群が一斉に建ち始めた当時の状況を思えば､

そこに新時代が到来したように思われたのも無理からぬことだったろう｡しかも `̀類を見

ない統一感''と言うのは､何も住宅の景観に関わるだけではなかった｡`̀-レラウ建設の父''

とも言うべきカール ･シュミットが経営する家具工場 (ドイツ･クラフト工房)は､もと

もと家具だけではなくインテリア関係の商品も製作していた｡シュミットが田園都市の建
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設に着手したとき､建築家の-ルマン･ムテ-ズィクスが多少の邦稔を込めて ｢彼の関心

はクッションから街作りまで及んでいる｣と語ったことが伝えられているが175､確かに-

レラウでは (クラフト工房)の職人および建築家の間に､｢衛生学的､社会的､芸術的な観

点において一致した建設の理念176｣が誕生しようとしていた｡従って ｢クッションから街

作りまで｣というのは決して誇張ではなかったのみならず177､1919年-レラクに職人たち

の互助組織である ｢手工業者協会｣を作って彼らの技術と地位の向上を図ったチッセノウ

にも当てはまる表現であった178.20世紀初頭あたりから建築家たちの間に徐々に浸透し始

め､-レラウの建設によって初めて実現化された総合芸術としての理想的な街作りの理念

は､その後バウハウスやブルーノ･タウトの思想に引き継がれて行く0

クラフト工房で作られたクッション (191D頃)と家具 (1912)

テッセノウによる

ハインリヒ･チッセノウ 掛け時計 (1910)

へレラウ時代のアルベール

ジャンヌレ (左)と弟のル
コルビュジェ



190各年に建設が始まった時に主導的な役割を果たしたのはミュンヒェンの建築家リヒ

ヤル ト･リーマーシュミットであ_る｡その他に-ルマン･ムテ-ズィウス､テオドール ･

フィッシャー､フランツ･シュースター等が-レラウ建設に参加した｡テッセノウは遅れ

てやって来たかたちではあるが､-レラウの記念碑的建築物となる作品を残し､それは彼

の評判を一気に高めた｡ル ･コルビュジェの記述とほぼ同時期に､芸術批評家のカール ･

シェフラー畔arlSche刑er)が次のように書いている｡｢我々の時代の他の建築家たちが野心

を持って古典たらんとするならば､テッセノウとその建築は実に密やかに謙虚な古典とな

り得ているOつまり､彼は建築に対する時代の生き生きとした欲求を､必要が美となる地

点､用途を持って生まれた物がその存在を響かせる地点まで､探求したのだ179｡｣

実際この祝祭劇場の空間は､時代の変遷に従い赤十字やナチス､またソ連軍によって如

何に転用されようとも､身体の活性化に奉仕するというその用途にだけは忠実であり続け

たとも言えるのである｡

ムチーズィウスによる住宅 ムテーズィウスによるへレラウの

デザイン

リーマーシュミットによる住宅 フィッシャーによる住宅 チッセノウによる住宅

4-3.祝祭劇場 :フェストシュピールハウス

ダルクローズ学校はダルクローズのリトミック教育の理想と田園都市創設者たちの理

想とが交差する場であったが､その校舎が (祝祭劇場 :フェストシュピールハウス)と呼

ばれる背景には､ダルクローズのリトミック構想の原点が深く関わっている｡

ダルクローズのリトミック教育の出発点として､彼が教えていたジュネ-ヴの音楽学院

でリズムをうまく体感できない生徒たちがいることに気づいたことが言われているが､ス

イスにおける祝祭劇 (フェストシュピール :Festspiel)がダルクローズに与えた影響も忘

れられるべきではない｡ここで祝祭劇というのは､19世紀未から20世紀初頭にかけてフ
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ランス語圏スイスで開催された様々な祭典における演劇的催しのことである｡スイスでは

この頃共同で歴史的再生を祝う欲求が高まっていたらしく､多くの共同体によって歌謡祭

のようなものから壮大な歴史絵巻の上演に至るまでの様々な形態によって祝祭が行われた｡

それらはキリスト受難劇や神秘劇､あるいはカーニヴァルにおいて民衆が合同で劇的な表

現を行うというスイスの伝統に基づいており､リヒヤル ト･ヴァ-グナ-が 《未来の芸術

作品》についての主要な理論的作品をスイスにおいて書いたのも恐らく偶然ではない｡

ダルクローズはよくこれらの祭典に参加し､大衆が揃って演ずる時の ｢絶大な力｣に感

銘を受けたと語っているが180､彼自身もいくつかの祝祭に作曲家として関わることになる｡

先ず 1896年､ジュネ-ヴで開催されたスイス全国博覧会の際､彼の作曲した祝祭劇 『アル

プスの詩』が500名の参加者によって演じられた｡郷土愛と労働を讃えたオラトリオ風作

品で､翌年にはロンドンでも上演されてダルクローズをスイス第一級の作曲家の地位に押

し上げたと言う181｡また 1903年にローザンヌでヴオー州独立祭が開催された時､1800人

がダルクローズの創作した歴史音楽劇 『ヴオー州フェステイヴァル』を演じて大成功を収

めた｡特にこの時の上演にはパリの演出家フィルマン･ジェミエが振り付けを担当した｡

ジェミニは後にフランス国立大衆劇場を設立して `̀演劇の改革者"と呼ばれた人物で､｢あ

らゆる民族を迎えて､青空の下で演じられる荘厳にして崇高なる古代演劇｣を理想として

いた182｡ ジェミエとの共同作業はダルクローズに大きな示唆を与え､｢身体の動きと､空

間と時間における変化との関係について根本的に学ぶ機会l$3｣となった｡ダルクローズは

自分の芸術に ｢動き｣を組み入れることを決意し､音楽学院の授業で生徒と ｢ステップを

踏む｣ことを始める｡この時ダルクローズが想起したリトミックの理想は次のように要約

できるだろう｡先ず ｢音楽｣｢運動｣｢詩｣の三位一体が可能になること､また個人がその

感情や傾向を表現すると同時に集団としてもそれを表現すること｡彼は祝祭劇において見

出される階級的平等性を愛し､リトミックにも共同性を求めた｡リトミックによる祝祭劇

によって ｢音楽｣｢運動｣｢詩｣の結合が可能になるとしたら､それは彼自身の言葉による

と ｢群衆の感情表現に基づく未来の芸術様式184｣になるはずであった.

1906年､舞台美術家のアドルフ･アッピア(AdolphAppia,186211928)がジュネ-ヴでダル

クローズに出会ったとき､二人の芸術観は強く呼応し合って生涯の強力関係が生まれる｡

ゴー ドン･クレイグと並んで20世紀を代表する舞台装置家と言われるアッピアは､音楽家

になるための教育を受けながらもバイロイ トで見たヴァ-グナ-のオペラにひどく失望し､

以来演出の改革に全精力を捧げようとしてきた人物である｡しかし彼は実際家というより

は理論家で､-レラクの舞台を製作するまでは演出に関する数冊の著書によって知られて

いた｡リトミックとの出会いはアッピアの理論に具体的なビジョンを与え､彼の創造力を

解放する糸口となった｡彼は ｢芸術を一部のエリー トから解放して民衆の手に返す｣と同

時に演劇芸術を一つの総合芸術にしたいと考えていた｡そこでは演劇ホールはサーカスに

おけるような公正な社交場となり､｢昔の教会におけるがごとく､人々が議論できる｣よう

な場となるべきだった｡｢こうして劇場はひとつの生活の場となり､(…)人々が話し合える

最初のサロン｣ 185になるべきと思われた｡アッピアとダルクローズは共に民衆のための総

合芸術の場､リトミックによる祝祭劇を行う劇場空間を夢想していたが､1910年､それを
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実現させる機会が訪れる｡

一方-レラウにおいても階級的平等性は重要な概念だった｡-レラウの目的はそもそも

労働者に良質の住環境を提供することであり､一戸建ての邸宅でさえ経済力をつけた将来

の労働者のためにと考えられていた｡上述の ｢新 しい人間性｣教育の対象は労働者の子供

たちであり､-レラウではダルクローズ学校の寄宿生のみならず子供たち全員にリトミッ

クが教えられた｡ペテルスブルグの帝室劇場支配人であったヴォルコンスキー伯爵の回想

によると､ダルクローズ学校を初めて見学した際､労働者の子供たちがリトミックを学ん

でいるのを見て彼が驚いていると､校長のヴオルフ ･ドールンが傍らで ｢全く､何 という

未来の人だろう!｣とつぶやいていたと言 う186｡1912年 7月21日付けの ｢ベルリン日報

PerlinerTagesblatt)｣はバレエ ･リュスのメンバーたちの高貴な自然児ぶりを讃えた後で､

-レラウについてこう書いている｡｢ここ- レラウで起こっていることはひょっとしたら

もっと喜ばしいことかも知れない｡何故ならこの子供たちはもっと我々に近いからだ｡我々

の直中から出たものであり､我々そのものであり､明日の我々自身だからだ187O｣また､

アメリカの作家アプ トン ･シンクレアもビューリッツァ賞受賞作品 『世界の終わり』 188の

中で ｢新しい人間性｣に対する-レラウの希望を代弁している｡｢いずれ必ず-レラウの子

供たちの中から未来のオルフェクスが現れ､人々の感覚を魅了し､精神を鼓舞し､食欲や

憎悪の嵐を鎮めるだろう｡(…)ダルクローズ学校の富裕階級の生徒たちは､工場地区である

郊外の労働者たちの子弟と肩を並べて一緒に踊っているではないか｡ミューズの神殿の中

には階級も国民も人種もない｡あるものはただ､美と歓喜の夢を抱いた人間性のみである

189｡｣

エミール ･ジャック

-ダルク｡-ズ ア ドルフ･アッピア

ダルクローズ学校と子供達 へレラウのく子供祭り〉(1912)
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この頃欧米では (新教育運動)が起こっており､フランスの教育改革者エドモン･ドモ

ラン､スウェーデンのエレン･ケィ､ローマのモンチッソリ､イギリスでは (ボーイ ･ス

カウト)のベイデン-パウエル､アメリカのJ.デューイらが児童中心主義的あるいは自主

的活動重視の教育実践をほぼ同時期に始めていた｡ ドイツにおける同様の試みとして知ら

れるゲオルク･ケルシェンシュタイナー(GeorgKerschensteiner)の (労作教育)や､-ルマ

ン･リーツPemanLietz)の (自由学校)もやはりこの時期に始まっている｡-レラクは当

初リーツの後継者にあたるバウル ･ゲ--プ伊aulGeheeb)の (自由学校)招致を考えてい

たが､これらの (新教育運動)には-レラウの望んだ (芸術)が欠けていた｡すると1909

年にダルクローズのリトミック講習会がドレスデンで行われ､-レラクのオーガナイザー

であるヴオルフ･ドールンの考えを変えた｡彼はアッピアの劇場構想をもすぐに感激を持

って理解し､すぐにドレスデン王立劇場支配人のゼ-バッハ伯爵を長とする (リトミック

学校設立委員会)を作って資金を調達する｡こうして-レラウはダルクローズとアッピア

の夢に構築物を与え､ダルクローズは-レラウに住む労働者の子供たちに音楽とリズムの

喜びを与え､後世には祝祭劇場の建物が残されることになる｡

4-4.`̀世界が-レラクに目を注ぐ'

ダルクローズ学校は正式名を くジャック-ダルクローズ教育施設 (Bildungsanstalt

Jaques-Dalcroze))と言い､先ずはドレスデンの旧議事堂を仮校舎として1910年に開校した｡

生徒はジュネーヴからダルクローズに従ってやってきた45名190を含め約 100名､校長は

-レラウ共同体の牽引役であるヴオルフ･ドールンである｡この年にはドイツのモダン･

ダンスの理論開拓者でと言われるル ドルフ･フォン･ラパンOiudolfvonLaban,1879-1958)

もミュンヒェンで舞踊学校を開き､またR.シュタイナーがオイリュトミーの創始とその劇

場となるゲーテアヌム構想に着手している｡ダルクローズ学校の校舎である祝祭劇場は

1911年の秋には完成し､その周囲に生徒たちの下宿するペンションや宿泊施設､中庭には

日光浴場､校内に12の教室と食堂､図書室､浴室等を備えた一大教育施設が誕生した｡

教室には1時間に5回空気を循環させる空調設備があったと言う1別0

アッピアが設計した劇場空間には固定された舞台がなく､60の可動式階段があってそれ

を様々に組み合わせることができた｡後に自分の戯曲がここで上演されることになるポー

ル･クローデルがこの舞台を詳細に説明する文を書いている｡｢-レラウのホールが目指し

ているのは､バイロイトのようなサロンでも殿堂でもなく､非常に広くて造形的な手段に

よって芸術家に必要な素材を提供することだ｡(…)舞台は決して固定されていない｡それは

動く諸要素から構成されており､その形は三次元の形をとっている｡この諸要素はお互い

にはめ込むと直方体になるようにできており､あらゆる可能な組み合わせを選ぶことによ

って露台にも､壁にも､柱にも､階段にもなるのである｡数分のうちに､昔の聖史劇の舞

台さながらに､いくつもの階をもつ舞台を作ることができる｡その形､高さ､奥行きを思

うがままに変えることもできる192｡｣しかも舞台と客席の間には明確な仕切りがなく､観

客は幕間にはホールと舞台との間を自由に行き来して舞台の様子を見ることができた｡
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そしてアッピアの舞台芸術理論にとって決定的な役割を果たす照明装置を担当したの

が､ミュンヒェンで画家兼舞台美術家として活躍していたグルジア生まれのアレクサンダ

ー ･フォン･ザルツマン(A】exanderYonSalzmam)である｡アッピアの意図を理解したザル

ツマンは､｢光が自由に漂い､音と同じように動き､音と同じように抽象的で瞬間的なもの

となる｣ような装置を考案した.先のクローデルの文章を引用しよう｡｢天井には､動くフ

ィルターがびっしりと配置され､さながら一連の投光器となっている｡これらの投光機が

動くと､光は望むがままに透明にもなり､影にもなり､どんな明るさでも作り出すことが

できるのである｡俳優をぺしゃんこにして背景の布に張り付けてしまうあのフットライト

の野蛮な光に代わって､一種の乳液状の環境､楽園のごとき雰囲気が作られたのである

193｡｣ザルツマンは "光の魔術師''とも呼ばれるようになり､-レラウの住人となって (ド

イツ･クラフト工房)の生産にも芸術面で協力した｡ダルクローズ学校の校章として校舎

の正面壁に穿たれた陰陽巴を選んだのも彼である｡

1912年6月､第1回の学校祭が開催された｡それは生徒たちの芸術性を高め､彼らの活

力を総合する機会であると同時に学校にとって宣伝活動を伴った興行的な催しでもあり､

ダルクローズの作曲によるパントマイムやバッハやベートーベンの曲に振り付けたリトミ

ックの舞踊作品が披露された194｡ ダルクローズのリトミック教育はそもそも 1906年頃か

らジュネ-ヴ以外のヨーロッパの諸都市で紹介され始め､徐々に音楽 ･舞踊関係者の関心

を集めるようになっていた｡よって-レラウの学校祭にはこれを機会にリトミック教育の

実践を見学しようとするヨーロッパの文化エリートたちが多く訪れ､学校祭はまさに祝祭

週間となった｡この時一番の意欲作はC.Wグルックのオペラ《オルフェウスとエウリディ

ケ》第2幕の上演で､観客の一人､アウグスト･ホルネッファーはその時の印象を次のよ

うに記している｡｢観客に明かされているのは､空間の感覚､光の力､生命を得て見えるも

のとなった音楽であり､我々が用いる最も完全な楽器である肉体の美しさである195｡｣第

1回の学校祭は子供も含めて250名が参加し､2週間の間に約4000人もの観客が訪れて成

功裏に終わった】96｡

さらに-レラウの名声を高めたのが､1913年の第2回学校祭である｡この年ダルクロー

ズ学校の生徒数は約500に達しており､しかも彼らは14カ国から集まってきた極めてイン

ターナショナルな集団であったC2年目の祝祭週間には2つの主要演目があったO先ず前

回2幕のみが上演されたオペラ 《オルフェクスとエウリディケ》の全幕上演で､ドイツで

も最初の完全上演の試みである｡また､ポール ･クローデルの戯曲 《マリア-のお告げ》

が､演劇作品としてプロの俳優を交えて上演された｡それはリトミック作品ではなかった

とは言え､-レラウの芸術家コロニーが世に問うた自信作だった｡《マリア-のお告げ》は

クローデルが故郷タルドノアの口碑を基にして書いた中世風奇跡劇で､く-レラウ出版)を

興したヤーコプ ･--グナ-が自ら翻訳して出版したものだ｡この翻案には賛否両論があ

ったが､例えばトーマス･マンは 『非政治的人間の論考』の中で､｢フランスとドイツの共

通の芸術的形而上学的財産｣が感じられる例として《マリア-のお告げ》を挙げ､｢ここ久

しく､これほど強力な文学的 - およそ芸術的な印象を受けたことがなかった｣と記し

ている｡また--グナ-の仕事を ｢--グナ-の翻訳が､どの程度まで原作の効果を伝え
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ているか､人々は気づいただろうか?｣と高く評価し､さらにリヒヤル ト･デーメルが作

品の読後､--グナ一に宛てて ｢これを前にすると精神の知ったかぶりはことどとく沈黙

してしまい､ただ魂が息を殺して見入るばかりです｣と書き送った話を紹介している197｡

上演の際に演出を担当したのは､-レラウ芸術家コロニーの作家､エミール ･シュトラウ

スだった198.

この時､人口1900人の村落は5000人もの､しかもその多くは著名な訪問者を迎えた｡

ロシアから訪れたのは S.ラフマニノフ､Ⅰ.ストラヴィンスキー､K.スタニスラフスキー､

当時メイエルホリドを擁していたペテルスブルグ帝室劇場のヴォルコンスキー､S.ディア

ギレフ､Ⅴニジンスキー､国内からはザクセン王家の皇子､マックス ･ラインハル ト､ゲ
アハル ト･ハウプトマン､エルゼ ･ラスカー-シューラー､マルテイン ･ブ-バー､オス

カー ･ココシュカ､加えてイサドラ･ダンカン､ジョージ ･バーナー ド･ショウ､アプト

ン･シンクレア､シュテファン･ツヴァイク､フランツ･ヴェルフェル､良.M.リルケとル

ー ･アンドレアス-ザロメ､アンリ･ヴァン･デ ･ヴェルデ､ポール ･クローデル199､ダ

リウス ･ミヨー､エルネスト･アンセルメ､またフランス大使やインゼル出版社の社主夫

妻等々､一部を列挙するだけでもこの祝祭週間が如何に芸術家たちの関心を呼んだかが窺

える｡

祝祭劇場の舞台 校舎内 :シャワー室

校舎内 :フロア

頼普内 :図書室

校舎内 :練習室

1912年の学校祭 ≪オルフォイ
ス》の第2暮
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すべてが "音楽より過剰にならない200''ことを旨として演出された 《オルフェクスとエウ

リディケ》､また《マリア-のお告げ》にも共通する質素な衣裳と白いカーテンへの投光照

明だけを使った舞台美術､これらの象徴的で精神的な意匠は､ゼンパーによるオペラ座の

ネオ･ルネサンス式装飾やマックス･ラインハル トの華麗な演出を見慣れた目には､"挑戦

的なほど純粋主義的201" に映っただろう｡批評家たちはその困惑を複雑に表現しながらも

概ね-レラウの試みに対しては好意的で､次のような評を残している｡｢裁定を下すには時

期尚早であるが､(…)これは否定し難い誠実な不断の試み､進歩に向かう-レラクの努力で

あり､最も頑固な否定論者でさえ注目すべきものである202｡｣｢改革の試みとして最初に演
じる演目としては､グルックがオペラの改革を目指して作ったこの作品ほど適切なものは

なかったろう｡今日でも通用するこの音楽劇の規範は(…)-レラウにおいて初めて実現した

203｡｣｢ミュンヒェンの芸術劇場が貫徹できなかったもの､マックス ･ラインハル トが努力

しても果たせずにいるもの､ここで幸運な試みとなったもの､それは記念碑的な演劇であ

る204｣等である｡より自由にものが言える芸術家たちの評価は割れた｡E.アンセルメは ｢行

きは野次馬だが帰りは巡礼者になる205｣と評し､アプトン･シンクレアは 《オルフェクス》

-の反応について ｢喝采の嵐が劇場を揺さぶったD男も女も立ち上がり､新しい芸術表現

の告知に対する感動を示した206｣と書いた｡祝祭週間を体験して 27年を経たあとに発表

した/J､説 『世界の終わり』において､シンクレアは主人公を高揚感に満ちた-レラウで育

った幸福な子供として措いている｡G.B.ショウも 《オルフェウス》を ｢グルックの作品上

演の中でも最高の出来の一つ207｣と評しているが､テオドール ･ホイスは疑問を感じて狼

狽した208｡また 《マリア-のお告げ》を見た原作者のクローデルはすっかり感動し､｢わ

たしが劇場で正真正銘の美を見たのはこれが初めてです｣と複数の知人に書き送ったが209､

リルケは手厳しく､この ｢喧伝された実験室｣がただの ｢光の試験管｣に終わってしまい､

｢-レラウの人々は大きな子供のように自分たちが理解していないことに関わっている｣

｢ああ､もっと現実的なものを見に行けばよかった-｣と嘆いた210｡ ドビュッシーに至っ

ては､ニジンスキーが自分の音楽を基に作品 《遊技》を振り付けたことを知り､友人に宛

てて次ぎのように書いているo｢愚劣なことです 1.ダルクローズ流だと言ってもよいでし

ょう｡というのも､わたしはダルクローズ氏が音楽に対する最悪の敵の一人だと考えてい

るからです !ニジンスキーという若い野蛮人の心に彼の方法がどんな害悪を及ぼしたか､

あなたには想像がつくことと思います211｡｣

ともあれ､リトミック理論の実践方法を確かめに行くにせよ､建築と舞台の目新しい造

型を見に行くにせよ､多くの文化人たちが-レラウを訪れねばならないと考えて実行し､

結果として祝祭週間は `̀世界がへレラウに目を注ぐ212" と言われた文化史上の出来事とな

った｡この年 1913年にはイサドラ･ダンカンがベルリンでさしあたっての最終公演を行っ

ているが､バレエ ･リュスとアンナ ･パブログァの舞踊団は大巡業で同時に世界を巡って

おり､ラパンがミュンヒェンからアスコーナのモンテ ･ヴェリタに移って舞蹄塾を開き､

前年初めてオイリュトミーを上演したシュタイナーはスイスのドルナッハに第-ゲーテア

ヌムを建てている｡ ドイツの空気が舞踊熱を帯びていた時代であった0
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祝祭週間の劇場と訪問客 (1913)

1913年の ≪オルフォイス) 1913年の くオルフォイス)

≪マリアのお告げ》の舞台
へレラウを訪れたアンナ ･

パブロヴァとバレエ団

4-5.祝集週間の反響

しかし-レラウのリトミック教育と祝祭週間に出現した革新的な芸術表現は短期的に

話題に上っただけではなく､世界の音楽教育及び舞台芸術に様々な影響を与えた｡先ず何

よりも 20世紀の舞踊界に及ぼした影響として､ダルクローズの教えを受けた最も有名な

`̀弟子''､ニジンスキーとバレエ･リュスをの例が挙げられるだろう｡ニジンスキーは1912

年､バレエ ･リュスのドレスデン公演の際ディアギレフと共に-レラウを訪れ､リトミッ

クの教えを受ける｡その時知り合った教師の一人で後にマリー ･ランバー トと名乗るミリ

アム･ランベルク(MarieRambert,1888-1892)がバレエ.リュスのリトミック教師役となり､

彼女との共作により《春の祭典》が誕生した｡また前述のニジンスキーの 《遊技》は､確

かに彼がダルクローズの思想を実践しようとして創作したものだと言われている｡ポーラ

ンド人のランバートはその後イギリスに亡命してロンドンで (ブリティッシュ ‥1レエ)

を創設し､イギリス ･バレエの先駆者となってアンソニー ･テユーダーらを育てている｡

ドイツ表現舞踊の象徴的存在としてドイツの舞踊史における最も重要な芸術家であり､

日本のモダン･ダンスにも影響を与えたマリー ･ヴィグマン(MaryWigman,1886-1973)は､

-レラウのダルクローズ学校の第-回卒業生である｡卒業後すぐに教師として母校で教え

始めるが､突出した独自の表現力を持っていた彼女はリトミックに飽き足らず､同僚のス

ザンヌ ･ベロテットと共にラパンを頼ってモンテ ･ヴェリタに赴くことになる｡また､ダ
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ルクローズ学校からヴィクマンの学校を経由して渡米し､《キス･ミ一･ケイ ト》や《マイ ･

フェア･レディ》等のミュージカルを作ったハンニヤ･ホルム田anyaHolm,1893-1992)は

さらにアルヴィン･エイリー(AlvinAiley,1931-1989)等を教えている｡ダルクローズ学校は

他にもル ドルフ･ボーデ､ゲル トルー ト･フアルケ､ヴァレリア ･クラティーナ等のダン

サーを輩出してはいるがプロの舞踊家を育てることがその日的ではなく､｢生徒をほぼ全

員育成し､そのエネルギーの集合が舞踊 ･演劇の土壌を準備した213｣と言われるように､

音楽 ･リトミックの教師､俳優､演出家として活躍する人材を育てたことこそがその功績

として評価されるべきだろう｡

音楽教育や身体訓練の方法としてのリトミックの普及にも-レラクは大きな役割を果

たした｡1910年､ペテルブルクの帝室劇場支配人ヴォルコンスキーがベルリンを訪れた折

り､ダルクローズの噂を聞く｡すぐにドレスデンに赴いて仮校舎での授業を見学した彼は､

以来使命感に打たれたかのようにペテルブルク､モスクワ､リガにリトミック学校を開き､

ダルクローズを巡回公演に招いてロシアにおけるリトミックの伝道師となるOヴォルコン

スキ｣自身は革命後パリに亡命したが､リトミック教育はソ連時代にも継続して行われ､

オペラ歌手や俳優など舞台芸術家養成の方法としても応用された｡ロンドンに-レラウの

分校とも言うべきリトミック学校を作ったのはパーシー ･Bイ ングァム(Per°yB.Ingham)

で､彼の父親が既にジュネ-ヴでダルクローズのレッスンを受けており､自分が関わるロ

ンドンの学校でリトミック教育を実践していた｡息子のパーシーは1911年に-レラウを訪

れて学院を見学するとその翌年イギリスでダルクローズ･リトミックの巡回公演を組織し､

イギリスの音楽家や教育家たちにその理念を広めた｡G.B.ショウもこの時初めてリトミッ

クの実技を見学している｡イングァムが 1913年に設立したダルクローズ･リトミック･ロ

ンドン学院は翌年には900人もの生徒を抱える組織となり､リトミックの発展にとって重

要な布石となった｡

ドイツで俳優養成の方法として最も早くリトミック取り入れた演劇人の一人がマック

ス ･ラインハル トである｡実はダルクローズの巡回講演を最も早く､最も熱狂的に受け入

れた都市はベルリンであり､ラインハル トは1910年から自らの率いる (ドイツ座)の俳優

たちにリトミック講習を課している214｡

ヴオルコンスキーと共に-レラウを訪れ､数ヶ月学校に滞在したジョルジュ･ピトエフ

(GeorgesPitoeff,1884-1939)は､-レラクで体得して後の舞台活動に役立てた ｢新しい感覚｣

について次ぎのように語っている｡｢理解される必要があるのは､ダルクローズは､身体の

中に新しい要素を何一つ作り出しているのではないと言うことだ｡彼はその要素を混沌と

した身体の動きの中に見つけだし､それを明確化し､それに訓練を施すことによって､人

間の意志と思考に従うような顕在物としているのである｡この要素は我々が持って生まれ

た才能である｡しかし我々がしばしば知らないままでいる才能なのだ｡ダルクローズはそ

れを見つけ､その感化力と効力に気づき､それに存在を与えるという魔術を成し遂げた人

なのだ215｡｣彼はその後パリ-出て劇団活動を始めるが､1923年にピランデルロの 《作者

を探す六人の登場人物》によって大成功を収め､フランス語圏におけるチェーホフや トル

ストイの戯曲の紹介によっても重要な役割を果たした｡
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ダルクローズ､アッピア､ザルツマンの共同作業が後世に与えた影響として指摘すべき

は､アッピアが考案した水着のような簡素なコスチュームが以来徐々に現代舞踊の世界で

受け入れられたこと､また照明を重視した立体的 ･象徴的な舞台美術の方法が継承された

ことである｡ ドイツでアツピア様式の舞台装置をいち早く取り入れたのは､マックス･ラ

インハル トの次世代とも言うべきレオボル ト.イェスナ-(LeopoldJessner,1898-1945)であ

り､彼も-レラウ "巡礼着"の一人であった216｡イェスナ-と舞台装置家のエミール ･ピ

ルヒェンは､1919年のシラー劇場における 《ヴィル-ルム･テル》や 《リチャード三世》

において､装飾を排して階段を活用した (イェスナ-階段)と呼ばれるスタイルを確立す

る217｡観客の想像力を最大限に引き出そうとする簡素な舞台装置はアッピアと同時にイギ

リスのゴードン･クレイグも提唱した方法であるが､第二次世界大戦後､バイロイ ト祝祭劇

場の総監督ヴィ-ラント･ヴァ-グナ-は明らかにアッピアの理論を受容し,照明と美術

が融合した舞台美術を実現した｡バイロイ トに対する失望が契機となって始まったアッピ

アの改革意図がこの時完遂されたと言えるかも知れない｡

ジュネ-ヴに戻った後のダルクローズの仕事について本論で触れることはできないが､

ドイツにおける彼の評価に限って言えることは､ドイツでは "しばしば蔑ろにされている

218" と言われはするが実はダルクローズの名を知る人はその重要性も理解しており､しか

も-レラウの再評価が始まって以来益々多くその功績を知る努力がなされているというこ

とである｡

イェスナ一による (リチャー

ド三世≫の舞台 (1920)

4-6.-レラクの日本人

-レラウは当然日本の "モダン"にも影響を与えている｡とりわけ最盛期の-レラウと

関わりを持ち､大きな感化を受けた日本人として､伊藤道郎､山田耕作､小山内薫､斉藤

佳三の名を挙げることができるだろう｡しかし先ずダルクローズのリトミックを日本で最

初に応用したのは (自由劇場)であると言われている｡先ず1906年､市川左団次二世が外

遊した際にロンドンの俳優学校で3週間リトミックを学び - 恐らくp.イングァムの父親

が導入した授業の一つであったろう ー 帰国後1909年に友人の小山内薫とく自由劇場)を

興してリトミックを俳優の訓練方法として応用したらしい219｡当時はフランスの音楽教育

家､フランソワ･デルサル ト(Fran90isDelsarte,1811I71)の `̀身体記号法"も試みられてお

り､ゴードン･クレイグによる舞台美術の写真集も由版されるなど､日本の若き芸術家の

間には食欲な吸収欲が満ちていた01913年にドイツを訪れた小山内薫が先に留学していた

-47-



斉藤佳三や山田耕符を誘ってダルクローズ学院を見学したのも､然るべき事の成り行きと

言えよう｡(ダルクローズ)は彼らにとって､(イサドラ･ダンカン)に次いでではあるが

くバレエ ･リュス)以上に重要な刺激をもたらした｡リトミックについて山田と斉藤はそ

れぞれ ｢現在の新しい試みの中では最も舞踊芸術の理想に近いもの220｣,｢此処に成立する

ものは純粋なる舞踊に他ならない221｣と記し､さらに小山内と山田はリトミックから得た

洞察を基に1916年舞踊家の石井漠を加えて一種の融合芸術とも言うべき (舞踊詩)のジャ

ンルを発表する222｡その (舞踊詩)に衣裳や舞台美術､作曲の面で協力した斉藤佳三は､

服飾､工芸､インテリア ･デザイン等の広範な分野において活躍し､日本装飾美術のパイ

オニア的存在となる｡彼がドイツ留学から帰国した翌年に発案し､服飾や工芸デザインに

応用した 《リズム模様》はリトミックにより影響された彼の美的思想の表出だと言われて

いる223｡斉藤が図案の考案のみならず､文部省の設置した ｢生活改善同盟｣に参加するな

どして ｢芸術総合｣の夢を措いていたのも､ ドイツにおける複合的な芸術連動の動向に符

号したものとして捉えることができよう224｡

へレラウの日本人,

左から伊藤,山田,

斉藤

塞

....,

轟

十

斉藤佳三の ≪リズム模様≫ 2種

また､初めて世界的評価を受けた日本人ダンサーとして知られる伊藤道郎(1892-1961)は､

-レラウで学んだ唯一の東洋人である｡伊藤は1913年､オペラ歌手を目指して留学した先

のベルリンで山田耕符に舞踊家になることを勧められ､ダルクローズ学校の祝祭週間を見

学に行く｡《オルフォイス》の上演を見て ｢僕の考えていた動きとリズムのオペラがそこに

あった225｣と驚き､早速入学して第一次大戦の勃発までほぼ一年間-レラウに滞在してい

る｡脱出した先のロンドンで困窮していた伊藤をほとんど一夜にして一流ダンサーたらし

めたのは､あるパーティーで踊った小品､ダルクローズ学院の卒業試験用に準備していた

創作であった｡彼にとって-レラウはさながら｢天国｣であり､｢一生のうちで最も愉しく､

そして忘れることの出来ない恵まれた生活｣だったこと､ザルツマンに厚遇され､唯一の

東洋人故に ｢天才扱いされて困った｣ことなどは伊藤の手記に読むことができるが､トー

マス･マンの研究家として知られる-レラウ育ちのベーター･ド･メンデルスゾーン伊eter

deMendelssohn,190811982)がその回想記中に､｢ある若い226日本人ダンサーがその芸術で

もって-レラウ中を魅了した227｣と書いているのは興味深い｡伊藤の弟子-レン･コール

ドウェルによる伊藤道郎舞踊団の舞台美術の記録を見ると､音楽劇 (オーケストラ･ドラ

マ)の創作や折り畳み式スクリーンと投光照明を使った舞台美術等に､ダルクローズの理
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念とザルツマンの技法の影響を見ることができる｡また､実現しなかったとは言え､彼が

1917年頃から瀬戸内海の小島に-レラクの学院のような芸術センターを作りたいと考え

ていたことも知られている｡

ダルクローズのリトミックが日本の舞台芸術は与えた影響は専ら-レラウから発して

いるが､(自由劇場)以降もしばらく日本の劇団によって用いられていたリトミックによる

俳優の基礎訓練は戦後下火になった｡現在幼児の音楽教育の方法としてリトミックが評価

されているのは､｢トモエ学園228｣を創設した小林宗作がパリで学習してきた成果である｡

ダルクローズとヴオルフ･

ドールン (1911)

4-7.祝祭の終鳶

ダルクローズの伝記作者ベルヒトル ドは､-レラウの学院が ｢お伽噺のように始まり､

悲劇的に終わった229｣と記しているが､確かに 1914年以降のヘレラクに関する記録を読

むと､14カ国から500人もの若者が集い､その活発な活動の賑わいで注目を集めていた快

適な学院が校舎のみを残して雲散霧消してしまったかのような印象を受ける｡先ず 1914

年初頭､校長の死という不幸が学院を襲う｡まだ37歳だったヴオルフ･ドールンがスキー

休暇中のアルプス山中で滑落死したのである｡次いで世界大戦の暗雲が-レラクを覆い始

める｡実は上述の伊藤道郎に関するメンデルスゾーンの記録には次のような続きがある｡

｢ある若い日本人ダンサーが､彼はその芸術でもって-レラウ中を魅了したが､ある日し

ゃくりあげながら父のもと-やってきて助けを請うた｡わけもなくしたたかに徹底的に殴

られたというのだoJメンデルスゾーンの父親は-レラクの芸術家コロニーの中心的人物で

あったが､数日後には彼自身､偽装したロシアのスパイでありアトリエで爆弾を作ってい

るという嫌疑をかけられて数日間拘禁されてしまう｡日本もロシアもドイツの敵国になろ

うとしていた｡するとダルクローズがジュネ-ヴでの祭典に呼ばれて帰国している間に世

界大戦が勃発し､開校してからまだ4年も経ていない くジャック-ダルクローズ教育施設)

は閉鎖されて赤十字の衛戊病院となる｡終戦後もダルクローズを欠いた学院の継続は困難

で､かつて5000人もの訪問客を集めた祝祭週間がまるで一夜の夢であったかのように学院

は次第にその存在を忘れられていく｡忘れなかった者は､上記のような外的要因こそが-

レラウの不幸であったとして学院の悲劇的な消滅を嘆いただろう｡しかし仮に存続が可能

だったとしても､またインフレ期に規模の縮小を余儀なくされたにせよ､-レラウのリト

ミック教育が果たしてその後健全に発展し得たかどうかは疑わしいと言わざるを得ない｡

リトミックは (リズムのルネサンス)とも呼ばれ､音楽に感応して生の機能全体を調和
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させる力は自然な身体の能力であり､ギリシャ時代には自覚されていたと考えられていた｡

この自然な身体の力に対するドイツ人の憧憶はエルンスト･-ツケルらのダーウィニスト

によって刺激された自然な肉体の進化に対する希求と通底するものがあった｡イサドラ･

ダンカンを最も讃美し､ダルクローズを最も必要としたドイツでは､-レラウが目指して

いた く新しい人間)の育成と (民衆の活力の総合)は､言わば (進化した民族の祭典)へ

と発展する危険性を秘めていた｡一方､出発点においては社会主義的ユー トビストであっ

た-レラウの知識人たちがドイツ革命時にレーテ闘争に参加したことも言わば尤もな成り

行きであり､-レラウはヴァイマール期に入ると共同体内に台頭してきた民族主義的分子

と社会主義者との間の摩擦に悩まされることになる｡｢労働者の子供たち｣も｢インターナ

ショナル｣も共産主義の用語として糾弾され､多くがユダヤ人であったユートビストたち

が結局-レラウを去ることになるo第一次大戦後何度も住人が代わった祝祭劇場は 1934

年国に売却され､兵舎を兼ねた警察学校の体育館となるが､仮にダルクローズ学校が存続

したとしても､1936年に開催されたオリンピック･スタジアム完成記念の集団舞踊に貢献

しなかったろうとは言えないのである｡貢献しなかったとすれば､ダルクローズもラパン

のように亡命を余儀なくされていたことだろう｡しかしダルクローズ学校はそのような何

らかの変質や操作を被る以前に消失してしまい､ドイツ再統一まで唆味な記憶の中に後退

してしまう｡統一の後に祝祭劇場が共同体に返還され､以降ドイツの身体文化が記憶する

最良の夢として甘美な郷愁と共同体再生-の希望を与える存在となったのである｡

次に､-レラウの歴史を語る際に忘却されてはならない第一次大戦後の田園都市の苦難

とについては､次稿にて紹介するつもりである｡

5.モダニズムが夢見たユー トピア :理想郷-レラクの終鳶

5-I.〝田園都市-レラダ'回顧の動き

ドイツ再統一後､1908年 ドレスデン市郊外に建設された田園都市-レラウの歴史を回顧

する動きが始まり､再開発の事業も始動しているD多くの研究書がドイツで出版されたこ

とを受けて､日本でも建築史や文化史の分野において-レラウの名を目にする機会は増し

た｡しかし特に日本においてはたいていの場合田園都市の理念と建設の創設期にのみ焦点

が当てられ､長期的な都市の成長計画が半ばにして頓挫してしまった経緯を記述したもの

はまだない｡しかしなぜ-レラクがその理念を堅持することができなかったのか､その発

展にどのような問題と困難があったのかを理解することは､ドイツにおける田園都市運動

について考察する際に本質的な重要性を持つ｡なぜなら田園都市の発展を阻害したのはイ

ンフレや戦争による損害といった付帯的な状況よりも､むしろイデオロギー的抗争や覇権

の変遷であり､その意味で-レラクに出来した困難は当時ドイツ全土で起こっていたいわ

ゆる覇権抗争の縮図であり､さらにその困難は ｢あらゆる生活改善思想が最も確実かつ有

益に結実する｣230場所としての田園都市の理念に本質的に起因する問題だからである｡
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これまでの論考において述べてきた通り､田園都市は単に機能主義的な住宅改革構想に

よって建設された宅地などではなく､より人間的な社会を求める進歩的実験の総合体であ

る｡よってそれは近代都市計画上の理念的モデルであると同時に ｢夢と記憶が複雑に作用

しあったきわめて文化的･精神的な存在｣231である｡実際の建設計画が挫折したとしても､

そこには文化的 ･精神的活動の軌跡が存在している｡

ドイツにおける田園都市建設に関する論考を締めくくるにあたり､以下の考察において

は田園都市-レラウの挫折から再開発の試み-至る経緯を紹介しつつ､田園都市を回顧す

ることの今日的意味についても考えてみたい｡

5-2.生活改革先進都市､ドレスデン

田園都市を一つの文化的な現象として捉えるとき､ドイツでの建設が先ず ドレスデン郊

外で始まったことを認識しておく必要がある｡ ドレスデンは当時生活改革運動のいわば先

進都市であり､新たな共同体建設の土壌としては理想的な土地であった｡例えばドレスデ

ン郊外の保養地ヴァイサー･ヒルシュ(WeiBerHirsch,白魔を意味する)では､改革衣服や健

康食に関する著書も著した医師のハインリヒ･ラーマン(HeinrichLahmam,1860-1905)が､

すでに 1888年から総合的な自然療法を施すサナ トリウム (白鹿)232を開業していた｡そ

れは器具や医薬品に頼った従来の医学に対する批判から発したドイツで最初の自然療法サ

ナトリウムで､特に都市生活に病んだ人々を対象に日光浴､大気浴､食事療法などの総合

的体力増進プログラムを提供することでドイツ国外でもその名を知られていた233｡またド

レスデンの くリヒヤル ト･ギーセケ書店)は身体や肉体美に関する書籍を多く置き､1903

年からは裸体主義の雑誌 ｢美 pieSch6nheit)｣の発行も行っていた.カール ･シュミット

を中心とした くドイツ工作連盟)の事務所は第-回芸術教育会議 (1901)や第3回ドイツ

工芸展覧会 (1906)等における交流を契機としてドレスデンに設置され､さらに1911年に

は第-回国際衛生博覧会が開催されて500万人以上の観客を集めたと言われている｡この

博覧会はドレスデンで香料工場を経営していた企業家カール ･アウグスト･リングナ一

昨arlAugustLingner,186111916)の立案によるものだが､この成功を受けて翌年の1912年､

国民の啓蒙と教育を目的とした くドイツ衛生博物館DeutscheHygiene-Museum)が帝国政府

によって設立される.展示物中一番の人気の的は ｢ガラス人間｣と呼ばれた透明な人体模

型であった｡

以上のように当時のドレスデンには､文明批判､自然療法､芸術教育､住宅改革､裸体

主義等､様々な主義の改革者たちを惹きつける独特の星状布置があった｡理想的な教育施

設を持つ-レラクが青年運動の面々､特に東南 ドイツに住む運動家たちに注目され､1923

年に-レラウで国際青年運動大会が開催されたとき､｢-レラウとドレスデンは､全ザクセ

ンの青年運動､否､そもそも国民にとっての精神的中心となるべきだ｣といった声明が出

されるほど234､生活改革先進都市 ドレスデンと田園都市-レラウは青年運動家たちにとっ

て都市と田園の模範的な対を成していた｡しかしこのような星状布置は様々な運動の発展

や協同を促すと同時に人々の集合を離散を引き起こす不安定な磁場でもあった｡
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5-3.ヴイグマンとダルクローズの離脱

-レラクが輩出した最も有名なダンサーはドイツ表現ダンスの創始者とも言うべきマリ

ー ･ヴィグマンであるが､ヴィクマンが-レラクで学んだ時期は実は短かった｡1910年に

-レラヴ-やって来た時23才だった彼女はすでに独自の表現-の意志を持っており､自己

をリズムに調和させるダルクローズのリトミックには満足できずにいた｡自らソロダンス

の振 り付けを試みていた彼女は､ある日画家のエミール ･ノルデ(EmilNolde,1867-1956)に

出会う｡ノルデ夫妻はこの時ラーマン医師のサナ トリウム く白鹿)に滞在しており､ダル

クローズ学校で学んでいた知人のエルナ ･ホフマン(ErnaHofh arn)を訪ねるために-レラ

ウを訪れていた｡そしてエルナのルームメイ トであったヴィグマンを知ることになる｡ダ

ンスに関心を持ち､絵の題材としてもよく取り上げたノルデはこの時自宅で踊るヴィグマ

ンに感銘を受け､後に彼女をモデルとした ｢ろうそくダンス｣等の作品を残す｡そしてそ

の時同じくサナ トリウム (白鹿)に滞在していた舞踊理論家ル ドルフ ･フォン ･ラパン

(RudolfvonLaban,1879-1958)に彼女を紹介するのである｡ラパンの中に理想の教師を見

出したヴィグマンは 1913年-レラウを去り､もう一つの芸術家コロニー､ラパンの拠点が

あるスイスのモンテ ･ヴェリタ-赴く｡その後ラパンとヴィグマンはヴァイマール時代に

おける新しいドイツ ･ダンスの興隆をリー ドする二大勢力となる｡

E.ノルデ ｢ろうそくダン

ス｣(1917)
E./ルデ｢ダンサーたち｣
(1920)

-レラウ時代､まだ無名であったヴィグマンの周囲にいた人々を､ナチ時代に彼らが置

かれた状況と合わせて想起することは､芸術とナチズムとの複雑な関係を理解する一つの

助けとなるだろう｡ヴィグマンは当時ダルクローズ学校の同級生3人と共同生活をしてい

たが､彼女をノルデに紹介したエルナ ･ホフマンには婚約者がおり､彼もよく-レラウを

訪れていた｡ヴィグマンが強い親近感を抱いていたと言われているその男は235､後にハイ

デルベルク大学の精神科長となり 『精神病患者の美術(BildnereiderGeisteskranken)』(1922)

を著して有名になるハンス ･プリンツホルンPansPrin血orn,1886-1933)であるOプリンツ

ホルンは精神病患者の美術作品に関心を持った最初の医師で､｢この画家は精神病患者の

ような描きかたをする｡つまり､精神病に躍っている｣といった前衛芸術に関する彼の考

えは人種主義者たちに注目され､ナチスによる"退廃芸術''迫害に理論的根拠を与えた236｡
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もう一人のルームメイト､オランダ人のア-ダ･プルーン(AdaBruhn)の婚約者もよく-レ

ラウ-やって来ていた｡当時ベーター ･ベ-レンスの建築事務所で働いていたミ-ス･フ

アン･デル･ローエ(MiesvanderRohe,1886-1969)である｡ナチスが政権を取った翌年の1934

年､ブリュッセル万博のための設計図がヒトラーの不興を買ったためにフアン･デル ･ロ

ーエはドイツでの活動を禁止され､結局アメリカ亡命を決意する｡同じ年ノルデはナチ党

に入党している｡にも関わらずノルデの作品は1937年に ｢退廃美術展｣が開催された折り

"退廃"の熔印を押され､彼はその後国内亡命を余儀なくされる｡ヴィグマンらそれまで

公的支援と縁のなかったダンサーの大半は､集団舞踊の宣伝効果とドイツ･ダンスの利用

価値を知っていたヒトラーを後援者として歓迎した｡ラパンはベルリン国立オペラの舞踊

監督に就任し､ヴィグマンも (ドイツ･ダンス ･フェステイヴァル)等で次第にナチスの

美学に沿うようになる｡1936年のベルリン･オリンピックの際､ラパンとヴイグマンは共

に開会式用の巨大な群舞を振り付けるよう依頼されるが､ラパンはナチスに迎合しきれず

亡命し､そのダンスがファシズムとの隠れた秤を持っていると言われたヴィグマンはドイ

ツに留まった237｡第一次世界大戦前夜の-レラウでの生活は､そこに身を置いた者にとっ

ては生存を巡る格闘を前に彼らが享受し得た貴重な平穏時代だったろうと思われる｡

一方､ダルクローズにとっても-レラウ時代は短かった｡1914年2月にダルクローズ学

校の校長ヴオルフ･ドールンが急死すると弟のハラル ト･ドールンが校長職を引き継いで

学校は無事夏期休暇を迎えるが､ダルクローズがスイスに一時帰国している間に大戦が勃

発してしまう｡学校はサナトリウム (白鹿)と共に赤十字の衛戊病院として接収され､次

学期の開講が不可能になる｡ハラル ト･ドールンとダルクローズは学校運営について書簡

により協議していたが､ドイツ軍によるフランスはランスの大聖堂-の砲撃が各国で報じ

られると､スイスの芸術家及び作家たちが文化財を攻撃するというドイツ軍の野蛮な行為

を非難して ｢ラ･スイス｣紙に連名で抗議文を発表する｡｢ジュネーブ･プロテスト｣とし

て知られるこの抗議行動にダルクローズも参加していた｡しかしドイツは大聖堂が砲兵隊

の監視所として使用されていたことを指摘し､フランスこそ文化財の軍事的利用を禁止し

た交戦法規に違反したとしてフランスを非難する｡が､フランスはこの事実を否定してさ

らにドイツ側を糾弾し､スイスがフランスの側に立ったためにドイツのメディアは一斉に

｢ジュネーブ ･プロテスト｣に対して反発した｡特に誹諺の対象になったのはドイツにお

いて作品発表の場を与えられていたフェルディナント･ホドラーとダルクローズであった｡

彼らのドイツ批判は後援者に対する裏切り行為と見なされ､｢恩知らずのホドラーとダル

クローズ｣､｢過大評価されたドイツ文化中の下宿人｣などという非難がドイツの各紙に載

るようになる238｡事態を重く見たハラル ト･ドールンはダルクローズに抗議声明の撤回を

懇願するが､ダルクローズはこれを拒否する｡彼にとっては交戦法規がどうであれ文化財

に対する破壊行為は許し難い蛮行であり､そもそもドイツの知識人たちがなぜ戦争それ自

体を非難しないのか理解し難かった｡結局両者の溝は埋まらず､ダルクローズと-レラヴ

の契約は解消されてその協力関係には終止符が打たれる｡戦後ダルクローズ学校は校名を

変更し､ダルクローズとは無関係の組織として再出発を余儀なくされた｡
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5-4.その後の-レラウ教育施設

教育は田園都市-レラウにとっ<不可欠の要素であった.もとより-レラウ建設の際に

創設者の念頭にあったのはゲーテが 『ヴィル-ルム･マイスターの遍歴時代』に描いたよ

うな `̀教育州''であり､特に芸術教育は生活改革運動の理念においても重要な事業であっ

た｡-レラウの教育施設はダルクローズを失った後も (リズムと音楽と身体教育のための

-レラウ新学校 oJeueSchuleHelleraufurRhythmus,MusikundK6rperbidlung))となって

1919年にリトミック教育を再開する｡ダルクローズ学校の卒業生で新学校の教育責任者と

なった E.Th.フェラントフロイント(Ernst-ThomasFerand-Freund,1887-1972)は教師として

優秀で､祝祭週間も挙行し学園の創造的雰囲気をよく保ったと言われているが､戦後の経

済困難もあって経営は容易ではなく､ハラル ト･ドールンは他の学校も施設に誘致して経

営の効率化を図らねばならなかった｡ちょうど新校舎を探していた近隣の私立高等学校に

校舎の一部が貸し出され､同時にアレクサンダー ･サザーランド･ニイル (Alexander

sutherlandNeill,188311973)のインターナショナル ･スクールが新たに開設されることにな

った｡後にフリースクールの創設者として世界に知られるようになるニイルだが､当時彼

の自由主義教育はまだ実験段階であった｡ ドイツの自由主義教育者たちは-レラウ建設当

時からこの田園都市に関心を寄せており､この時イギリス人のニイルを招いて共同で自由

主義教育を実践することになる｡有名な (サマーヒル学園 Summerhi】lSchool)の原型とも

言うべき-レラウの く国際自由学校)にはヨーロッパ各国から生徒が集まり､ダルクロー

ズ学校に代わって-レラウに活気をもたらすものとなった｡この時-レラウ教育施設では

上記の3つの学校が合併したかたちとなり､リトミック･工芸教育 ･一般教育を三本柱と

する教育が成立する239｡一時期-レラクを離れていた建築家のハインリヒ･テッセノウも

ハラル ト･ドールンの要請を受けて1919年に-レラヴ-戻り､-レラウの工芸技術の向上

に努めていた｡-レラウに育ち､後年著名なトーマス ･マン研究者となるベーター ･ド･

メンデルスゾーンの回想240を読むと､この時の-レラウにはゲーテの措いた "教育州''的

な雰囲気がある程度漂っていたものと推測される｡

1914年に初めて訪れて以来この田園都市に関心を持ち続けたフランツ･カフカは､ダル

クローズに会う機会はなかったものの肉体的な差恥心の克服に役立つものとしてリトミッ

クのメソッドに関心を持っていた｡彼は妹ガブリエーレの二人の子供たちを新-レラウ学

校に通わせたいと考えていたが実現せず､失望の気持ちをマックス ･ブロー ト-の手紙に

記している241｡

この学校合併体はしかし短命で､1923年にはドイツにおける自由主義教育の限界と経済

的困難の両方に直面したニイルがドイツを去る｡また1925年にはウィーン市がフェラント

ーフロイントに好条件を提供したため､リトミック学校は (新-レラウ･ラクセンブルク校

OVeuHellerauinLaxenburg))となってウィーン郊外のラクセンブルク-移転し､-レラヴ

におけるリトミック教育の系譜はここで途絶えてしまう｡

大きな祝祭劇場を持つ施設の校舎は､その後しばらくベルリンの学校のセミナーハウス

や催し物会場､または工芸家や芸術家のアトリエとして貸し出されていたが､ハラル ト･
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ドールンの奔走によって 1929年に労働省との交渉が成立し､(国立福祉学校)がベルリン

から誘致される｡そこではドレスデンの くドイツ衛生博物館)の職員が保健学を教えるこ

とになった｡この衛生先進都市 ドレスデンならではの采配によって-レラクの学校は "新

しい人間性''のための身体訓育という目的にかろうじて奉仕し続けたとも言えるが､しか

しそれも長くは続かなかった｡

斉藤佳蔵と石井漢が訪れたへレラウ新学校の祝祭週間 (1923)

5-5.-レラクの社会主義者たち

ヴァイマール時代の重要な回想録として知られるハリー ･ケスラー伯爵の日記に登場す

る-レラウは､のどかな教育1トトは いった趣ではない｡1931年 1月31日の記述中ケスラー

は､｢-レラウの人々も､つまりバウル ･ア- ドラーのような詩人その他の人々だが､すっ

かりスパルタクス団の側についてしまった､フォーゲラーをはじめブレーメンのヴォルブ

スヴェ-デの連中も同様だ｣というフォン ･ノステイツツの談話を紹介している242｡ ドイ

ツ最初の芸術家コロニーであるヴォルブスヴェ-デの中心であったハインリヒ ･フォーゲ

ラ-宅の くパルケンホ-フ)は､この時確かにコミュニストやアナーキス トのコミューン

と化していた｡-レラクの住民の第一次大戦前後における左翼化も､看過すべからざる田

園都市の歴史の一面である｡

フォン･ノステイツツが言及したバウル ･ア- ドラ-伊aulAdler,1878-1946)はプラハ生

まれのユダヤ人で､14カ国語を解し､フロベールやクローデル､ヴァレリー等のフランス

文学やさらには日本文学研究書243をも翻訳出版している碩学の土であった｡-レラウでは

地元の (-レラウ出版 HellerauerVerlag)から文芸雑誌を出したり自宅で文芸サロンを開

いたりしており､ア- ドラーの居場所は "神聖な後光に包まれているかのよう''だと言わ

れるほど244､彼は芸術家コロニーの精神的支柱として静められていた｡ア- ドラ-自身の

詩的散文集や小説はしかし 『魔笛』 245､『異神』246といった題名が暗示する通 り秘義的要

素に満ちており､読者層が限られていたため､現在ア- ドラーの名はプラハ出身の ドイツ

語文学者という文脈において知られる程度である｡実際彼は同郷のカフカやその友人の作

家たち､ヨハネス ･ウルツイディル(JohamesUrzidil,1896-1970)､フランツ ･ヴェルフェル

伊ranzWerfel,1890-1854)等と親交を結んでおり､ウルツイディルの 『プラハ ･トリプテイ

ク』 247に収められた自伝的作品の中には個性的なア- ドラーが登場する｡またカフカの手

紙からは､ア- ドラーの存在から何らかの圧迫感を感じつつもその善意を高く評価してい

た様子を窺 うことができる248｡

第一次世界大戦が勃発するとア- ドラーは納税と兵役を拒否して反戦行動に出るが､そ
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こには彼より一年早く1911年から-レラウに住んでいたオットー ･リュ-レ(OttoRtihle,

1974-1943)の影響があったと考えられている249｡ザクセン州の教育者で "ドイツのペスタ

ロツイ''と呼ばれたオットー･リュ-レは1912年からドイツ社会民主党の帝国議会議員を

務めていた｡議会ではカール ･リープクネヒト(KarlLiebknecht,187111919)の同士とも言う

べき存在で､第一次世界大戦勃発の際､二人は共に社民党中の反戦派であった｡リープク

ネヒトを反戦の象徴として有名にした戦時公債法案採択の際､リュ-レは採決を棄権して

いるが､その後彼はスパルタクス団に加わり､1918年にはリープクネヒトと共にドイツ共

産党を創設している｡リュ-レは精力的な街頭演説家で､一時期-レラウにアトリエを持

っていたコンラート･フェ-リクスミュラー(Coru･adFelixm屯11er)の ｢アジティタ- (Der

Agitator)｣はリュ-レを措いたものである｡1919年にドレスデン市街戦の際に逮捕され､

共産党からの離脱をした後､リュ-レは著述家となって労働者のための教育や文化政策の

必要性を説いた多くの著書を著した｡また亡命後はメキシコのトロッキーの下に赴き､メ

キシコの教育省で働いたことでも知られている｡彼の大著 『カール ･マルクス :生涯と作

品』 250は､ヤーコプ･--グナ-の く-レラウ出版)から独立した-レラウ第二の出版社

とも言うべき (アヴァルン出版社 AvalunVerlag)から刊行されている251｡

バウル ･アードラー

コンラー ト･フェーリ

クスミュラー ｢アジテ

ィクー｣(1920)

リュ-レは 1917年に-レラウを離れているが､社会主義的教育者として彼が-レラヴ

に与えた影響は大きかったと言われている｡リュ-レとア-ドラーとは親しい友人で､後

者は前者の強い勧誘にも拘わらず社民党員にはならなかったものの､ドイツ革命後は共に

ドレスデンの労兵レーテに参加している｡他にも-レラウからの労兵レーテ参加者として

知られているのは､美術収集家および芸術家のパ トロンとして知られるビーネル ト家の息

子､フリードリヒ･ビーネル ト(FriedrichBienert)である｡ビーネル トはヴィグマンの弟子

で後に有名なダンサーとなるグレー ト･パルッカ(GretPalucca)と結婚し､-レラウに住ん

でいた｡ビーネルト家との縁により､フランツ･マルク､オスカー ･ココシュカ､ヴァル

ター ･--ゼンクレーヴァ一､コンラー ト･フェ-リクスミュラー､オットー ･ディクス

らの芸術家たちが-レラウを訪れ､作品の制作や発表を行っていた｡1914年以前にはフェ

ルッチョ･ブゾーニも2年間-レラウに住んでいる｡フリードリヒ･ビーネル トも両親同

様に若き芸術家を支援し､特に くドイツ革命的造型芸術家連合 (AssoziationRevolutionarer
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BildenderK缶nstlerDeutschlands))に積極的に関与した252｡

-レラクの人間が "すっかりスパルタクス団のについた''という主張には多少の誇張が

あろうが､確かに社会主義思想は-レラウの共同体全体に大きな影響を与えていたようで

ある｡この頃田園都市の3つの経営部門中､賃貸住宅を管理経営する ｢-レラウ建設組合｣

では組合員の大半が社民党の支持者であり253､また祝祭劇場では社民党の後援による青少

年のための催しが毎年開催された254｡ ドイツ革命の際､-レラウ新学校の生徒であった上

述のベーター ･ド･メンデルスゾーンとヴオルフ･ドールンの遺児､クラウス ･ドールン

は ｢社会主義者の学徒｣を名乗り､ヴィル-ルム二世を批判したビラを学内で配布してい

るが､｢皇帝はもはや決してドイツを再建することはない｡社会主義者のみがドイツを再建

するのだ｡諸君､肝に銘じるべし!｣255 と書いた彼らがせいぜい11歳そこそこであった

ことを思うと､当時の-レラクの高揚した政治的雰園を推し量ることができよう｡ヴァイ

マール時代には-レラウにも共産党の地方支部ができた｡ ドイツ帝国時代の芸術家コロニ

ーであるヴオルブスヴェ-デと-レラクが､共にスパルタクス団や労兵レーテと関わって

いたことは､記憶されてしかるべきであろう｡

しかしレーテ運動の敗北やドイツを襲った深刻なインフレを経た後も､田園都市の世界

改革的雰囲気が持続したとは考え難い｡特にインフレは田園都市の構造的成長にとっても

致命的な打撃となった｡1923年､｢-レラウ建設組合｣は約 340戸の住宅を組合員に売却

している｡彼らの個人資産に対する志向を尊重し組合の経営安定を図ることが目的だった

とは言え､カール ･シュミットによるとそれは ｢持てる者と持たざる者｣の差異を拡大す

る結果となった256｡また当初予定された建設計画は縮小を余儀なくされ､労働者家庭の成

長に合致するよう計画されていた中規模住宅の建設が困難になった｡それは単に物理的な

縮小というよりも田園都市構想の部分的断念を意味していた｡当初グランドデザインを担

当したリーマーシュミットは-レラウの事業から手を引き､その後任とも言うべきテッセ

ノウもインフレの影響により1926年に(-レラウ手工業者協会)を解散して田園都市を去

ったOグスタフ･リュ-デッケ(GustavLndecke)､バウル ･ノイマン伊aulNeumam)といっ

た建築家たちが-レラクに住んでその後の建設事業を担ったものの､芸術鑑査委員会はす

でに機能しておらず､共同体の統一的概観を保つことは困難だった.そして 1925年以降は

リトミック学校も存在していなかった｡

ヴォルブスヴェ-デの (パルケンホ-フ)はその後少年のための (労働者学校)､そし

て国際赤色救援会の (子供の家)と変貌していくが､-レラウにはヴオルブスヴェ-デと

は違う運命が待っていた｡

5-6.-レラクの ｢進歩的反動｣

生活改革運動の世紀転換期当時の理想には､階級も民族もなく個人の幸福を目指す平等

主義的な雰囲気があった｡-レラクが育成を目指した "新しい人間''も､人種や階級とは

無縁のユニヴァ-サルな性格があった｡が､1918年以降のドイツでは様々な現象がイデオ

ロギー色を強め､次第に主義や教義の対立が表面化してくる｡田園都市もイデオロギーの
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対立から自由であるはずがなく､むしろこの外界から比較的隔離された新しい共同体を自

らの理想実現の格好の場として見る様々な主義者たちを惹きつけた｡中でも徐々に勢力を

増してきたのは民族主義や新ロマン主義等の反動勢力であるが､それらプログラムには大

都市批判や過剰な商業主義-の対抗など､生活改革理念によれば進歩的とも言える方向性

を併せ持っていた｡20年代の-レラクを特徴づけるのは､これらの ｢進歩的反動｣257であ

る｡

へレラウにおける民族主義の拠点はハインリヒ･プ-ドア田einrichPudor,1865-1941)と

ブルーノ･タンツマン(BrunoTanzmaTm,1878-1939)が興した くハーケンクロイツ出版社)で

あった｡プ-ドアは裸体主義の著述家で258､1901年から体力増進のための雑誌 ｢力と美

(maftundSch6nheit)｣を発行していたが､その関心が次第に精神の強化という観点に重心

を移していく過程でタンツマンの民族主義的思想と共鳴し､二人は1912年から-レラクに

住んで独自の教育事業を開始する259｡特に実践役を担ったのはタンツマンで､彼は-レラ

ウにやって来ると先ず ｢ドイツ市民大学同盟 DeutscherVolkshochshulebund｣と ｢ドイツ

市民大学職業紹介所EinArbeitsamt蝕rdeutscheVolkshochschulen｣という二つの機関を作り､

(ハーケンクロイツ出版社)を拠点にした宣伝活動を始める｡市民大学は20世紀初頭から

ドイツ各地で徐身に開校されつつあったが､タンツマンは特に民族主義的な思想の粋によ

って市民大学間の連携に関与したいと考えていたようだ｡ ドレスデンの裸体主義者カー

ル ･ヴァンゼロウ(KarlVanselow)によって発行されていた雑誌 ｢美 (sch6nheit)｣の-レラ

ウ特集号(1922年)において､作家のハンス ･ホルスト･クライゼルが ｢国民大学-の努力

PieVolkshochschulbestrebungen)｣という論考の中で次ぎのように書いている｡｢現在の市

民大学を真に民族の指導者(F肋rer)を作るための学校に仕上げなければならない｡それはユ

ニヴァ-サルな知識を伝える大学よりもある意味では高次元の教育機関である｡ハンブル

クのフィヒテ協会と-レラウの くドイツ市民大学職業紹介所)がそのための努力をしてい

る｡260｣さらにプ- ドアとタンツマンは､-レラウを `̀新しい帝国の礎石"と考えていた

と言う｡`̀帝国のための指導者の育成"は､-レラウの本来的な教育プログラムとは無縁の

ものである｡しかしこの当時はドイツが`̀ヴェルサイユの屈辱"に耐えていた時期であり､

"新たな指導者''と"新たな帝国"の誕生を希求する声がドイツ全体に広がりつつあったo

またタンツマンは 1917年に (農民大学 Bauemhochschule)を開校し､｢すべての文化は農

業から発する｣というモットーのもとに国民にとっての農業の重要性と郷土愛を説く教育

を始めている261｡ハインリヒ･ヒムラーに賞賛されたこの農民教育運動はこの時代のドイ

ツにおける農本主義の台頭と合致した動きであり､この農本主義はたいていの場合人種主

義と結びついていた｡例えば-レラウには農民大学の他に､敬度主義的ユー トビストのフ

リー ドリヒ･シェル(FriedrichSch611)とその支持者たちが 1920年に建てた くフォーゲルホ

-フ (VogelhoD)という施設があった｡精神性に重きを置くキリスト教と自然志向の新ロ

マン主義､そして民族主義が混清したその教育プログラムは､質素な暮らしとゲルマン的

農業-の回帰を理念としつつ青少年の `̀北方人種の徳"を高めることを目的としていた262｡

田園都市-レラウの周辺の緑地帯が (血と大地)のイデオロギーによって利用されると

いう事態が徐々に出来する｡そしてこれらの民族主義的 ･人種主義的プログラムをさらに
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押し進めた くアルタマ-ネン開拓農地運動)が-レラウに開拓支部を持つようになる｡こ

の運動の母体は人種主義者のヴィリグァル ト･-ンチェル(WillibaldHentschel)によって

1923年に始められた (アルタム同盟 BundArtam)で､"アルタム(Artam)''とはインドの太

陽神であるアルタムに倣ったものである｡当時の人種主義者たちは好んで､インドはアー

リア人の故郷､その太陽神はゲルマンの神々の原型と考えていた263｡それはまた堕落した

ラテン系諸国とその文明からの完全なる離脱をも意味し､`̀ァルタマ-ネ(Artamane)"とい

う言葉にはさらに `̀郷土を守る者"､"東部勢力と闘うドイツの戦士"という意味が付加さ

れた264.へンチェルはドイツにおいてダーヴィニズムを広めたエルンスト･-ツケルの弟

子で､1896年に世界で最初に田園都市理論を発表したテオドール ･フリッチュ(Tbeodor

Fritscb)の親友でもある265｡過激な反ユダヤ主義者であったフリッチュの田園都市理論は発

表当時その民族主義的傾向ゆえにドイツ田園都市協会に敬遠されて実現化を見なかったが

266､その入植理論はその後-ンチェルによって推進され､1924年結局-レラウの土壌に受

け入れられることになった｡

ハインリヒ･プ-ドアもフリッチュと親しかったこともあり､結局思想を同じくする-

レラウの進歩的反動主義者たちは次第に共闘態勢を組むようになる｡農民大学のブルー

ノ･タンツマンは(アルタマ-ネン)をも指導するようになり､-レラウを(東部遠東施k)

と捉えるスローガンを発動するようになる｡それは東方から進入してくる低価値の異民族
マ ル ク

に対し､-レラクなど東部辺境地方が防波堤となってドイツ古来の土地を防衛すべLとい

う国土保全思想であった｡1927年にタンツマンらが発表した ｢緑のマニフェストと労働の

作戦行動｣という名の声明には､"東部遥盛施主を農村の労働によって補強し､国家間の主

張が衝突する際の武器とする"という主旨が盛り込まれている｡-レラクは農本主義的 ･
コ⊂コニ････一

人種主義的な植民地構想に備わる二種の異なった目的､つまりドイツ国民のなかから (北

方的)な遺伝子を育成しようとする人種育成目的と､生存圏拡大のための東部進出目的を
コロニ･一

同時に満たす理想的な植民地となり､農民大学や (フォーゲルホ-フ)などでは労働と手

仕事に加えて軍事訓練が施されるようになっていった267｡

他方では民族主義に染まらぬ農業改革の成功例も存在した｡その推進者はヨハネス･シ

ヨメールス(JohamesSchomeruS)である｡ショメールスは本来営業目的で-レラヴ-やって

きた商人であったが､田園都市思想に感化され､特にその緑地帯の利用法に注目するよう

になる｡彼はル ドルフ･シュタイナーが唱道したバイオダイナミック(有機力動)農業の方

法を取り入れ､有機的果樹栽培と造園の技術改革に努めた｡有機農業の本も多く著し268､

ザクセン州の果樹園経営団体の顧問等も務め､また彼の指導により-レラクの住民による

果樹の市場出荷もなされている｡今日ではバイオダイナミック農業はオールタナテイヴ農

業として世界的な支持を得ているが､ショメールスはそのパイオニアの一人であったと言

えよう269｡

アルタマ-ネンの存在は-レラウにおけるナチズム-の円滑な移行を意味していた｡こ

の民族主義的 ･国粋主義的な開拓グループはユー トピア集団の中では最大のものであり､

しかも1927年の段階でアルタマ-ネン開拓民の70パーセントがすでにナチ党員であった

と言われている｡アルタム同盟に属していたナチ指導者の中にはハインリヒ･ヒムラーと
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やル ドルフ･-ス等がおり270､またタンツマンはヒトラーから終身年金の栄誉を授かって

いる｡-レラウにはナチ党の地方支部ができ､ドイツ共産党の支部としばしば摩擦を起こ

した｡しかし形勢は明らかで､例えば1933年にア- ドラーがナチスの突撃隊メンバーに襲

われて殴打される事件があり､彼は-レラウを去って故郷のプラハ-引き揚げていく｡ナ

チ党の政権掌握と前後して多くのユダヤ系､非ユダヤ系の芸術家､医者､作家たちが-レ

ラウ､あるいはドイツを去って行った｡やはりユダヤ人であったヤーコプ ･--グナ-は

スイス-､メンデルスゾーン家はイギリス-移住している｡(ドイツ工房-レラヴ)のカー

ル ･シュミットを除いて､田園都市の動力となっていった人々は皆-レラウを去って行っ

た｡

かつてダルクローズ学校であった教育施設もさらなる変化を被る｡1931年､-レラウ教

育施設は国立福祉学校に加え､(ド-ラ･メンツラー学校(Dora-Menzler-Schule))の誘致に

成功する｡1908年ライブツイヒに設立されたドイツで最も古い体育学校の一つで､校長の

メンツラーは 『貴方の身体の美しさ』271や 『女性のためのリラックス運動』 272といった著

作によっても知られていた273｡彼女はドイツの学校で行われていた形式主義的体育教育の

批判者で､音楽やリズムと身体の関係を重視しており､-レラウの身体教育を引き継ぐに

は理想的な存在であったO校舎の半分を使って再び身体教育が教えられることになったが､

ナチスが政権を掌握するとメンツラーが "半ユダヤ人"であったた桝 こ学校は解散を命じ

られる｡国立福祉学校もナチス政府により閉鎖され､他方では (ドイツ衛生博物館)の展

示物が人種主義のイデオロギーに奉仕するようになる｡ハラル ト･ドールンは学校施設を

政府に売却するしかなかった｡ナチス政府は先ず祝祭劇場を民族主義的 ･人種主義的演劇

のための劇場として利用することを考えたがその計画を断念し､1937年に兵舎を増築して

警察の施設とする｡祝祭劇場は警察学校の体育館となるが､第二次大戦が勃発するとそれ

らもナチスの親衛隊の宿舎となった｡かつて祝祭劇場の正面に彫り込まれていた陰陽印の

ダルクローズ学校の校章は､ハーケンクロイツにとって代わられる｡

5-7.ハラル ト･ドールンと く白バラ抵抗運動)

田園都市-レラウ建設当初の高い理想が徐々に放棄されていく過程を考える時､ハラル

ト･ドールンの生涯とその最期を想起しない訳にはいかない｡彼の死も田園都市の歴史に

関わる一つの悲劇として読むことができるからだ｡

兄のヴオルフ･ドールンが 1914年に不慮の事故で死亡した後､弟のハラル トは寡婦と

なった兄嫁と結婚し､田園都市株式会社と-レラウ教育事業に関わる兄の責務を引き継い

だ｡彼はその後20年間､ダルクローズとの決別やリトミック学校の転出など次々と困難に

直面する学校運営の舵取りを行ってきたが､ナチスが政権を掌握すると学校施設をザクセ

ン州政府に売却して-レラウを離れる｡その後パリとベルリンで当時まだ新しい分野であ

ったマッサージとリハビリ治療を学んだ後､1941年バイエルンの小村バー ト･ヴィ-スゼ

-で食事療牡のサナ トリウムを開く｡ダルクローズのリトミックを学びサナトリウム (白

魔)の前例を親しく知っていたドールンにとって､新たなキャリアとしては自然な選択だ
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ったろう｡その後二人の娘たちが合流し､そのうちの一人-ルタがある医学生と知り合い

結婚する｡その医学生が (白バラ)抵抗運動グループの一人となるクリストフ･プローブ

スト(ChristophProbst,1919-1943)であったCナチスを嫌悪していたドールンがプローブスト

を通じて (白バラ)のリーダー､ハンス･ショル(HansScholl,191811943)と知り合い意気投

合するまでさほど時間はかからなかった｡処刑された7人の一人であるヴィリー ･グラー

フ(WllliGraf,1918-1943)の手記によると､ドールンとショルの二人を先ず結びつけたのは

フランシス･ジャム､ジョルジュ･ベルナノス､ポール ･クロデールといったフランスの

作家たちの名前であった｡ショルが読んでいたこれらの作家は､バウル ･ア- ドラーの翻

訳とヤーコプ ･--グナ-の出版によって田園都市-レラウがドイツにもたらしたもので

ある｡後に二人は文学についてのみならず､ナチスに対する抵抗運動について語り合うよ

うになる｡1943年2月､ドールンはショル兄弟やプローブストを初め (白バラ)闘士たち

と共に逮掃されるが､(自バラ通信)配布の行動には直接参加しなかったのか､結局無罪判

決を受けている｡しかし釈放されたのもつかの間､当局にとって要注意人物であったため

か敗戦が確実視された時ナチスの敗北を歓迎したことを隣人に密告されてもう一人の義理

の息子と共に再逮捕され､ヒトラー自殺の前日に共にナチスの大区間長によって銃殺され

てしまう｡

ハラル ト･ドールンの死は (白バラ)グループのそれとして語られることはないが､田

園都市における芸術教育継続のために費やされた20年の努力と､田園都市の活動によって

反ファシズム抵抗グループ (自バラ)と結びつけられた秤は､精神的な運動としてのドイ

ツ田園都市建設運動の結末の一つとして記憶されるべきであるように思われる｡

ドールン家｡後列右が

ハラル ト･ドールン,

その隣が ヴォル フ･
ドールン

5-S.第二次大戦後の-レラヴ

カール ･シュミットの家具工場 (ドイツ工房-レラヴ)は､1930年に一時経営危機に陥

り規模の縮小を余儀なくされたとは言え第二次大戦前まで健在であった｡しかし第二次大

戦が始まると軍に接収されて軍需品生産工場となり､シュミットは工場の立ち入りさえも

禁じられる｡終戦後工場は東独政府に接収されて国営工場 (家具コンビナート･ドイツ工

戻-レラヴ)となり､国家の計画経済体制に組み込まれる｡工場の存続は保証されたが量
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産主義的経営にあっては､職人やデザイナーが創造性を発揮する余地はもなや失われた274｡

住民共同体としての-レラクは東独時代に入ると近隣の村落と共にドレスデン市に合

併され､(レラウ建設組合)は改編･統合された新しい労働者住宅組合に編入される｡しか

し組合は官製的なもので､田園都市の住民による自主管理という色合いは消滅した｡-レ

ラウの建築的な調和体は1955年にドレスデン市の文化財として､1979年には東独国家の

歴史的建築物として指定されたが､-レラウ建設当初の理念について語ることは社会主義

体制の下ではユー トビスト的､つまりエリー ト主義的であるとしてタブー視され､-レラ

ウの田園都市としての記憶は住民の間でも次第に希薄になっていった｡学校施設と祝祭劇

場は戦後すぐに進軍してきたソ連軍に接収され､ドイツ統一までの45年間ソ連軍の兵舎と

して使用された｡ハーケンクロイツの紋章は槌と鎌のそれに変えられたが､祝祭劇場は相

変わらず兵士の体育館であった｡

ドイツ統一後､ソ連軍の撤退も完了すると田園都市の歴史を知る研究者や建築家たちの

-レラヴ-の関与が始まり､その再生が唱道されるようになる｡特に記念碑的建築物であ

る祝祭劇場の修復と再利用の可能性をめぐって (-レラウの芸術文化のためのヨーロッパ

工房推進財団(F6rdervereinRirdieEuropaitscheWerkstattfbKunstundKulturHe]1eraue.V.))275

が結成され､1994年にザクセン州から施設を買い取って修復･運営事業にあたっている276｡

現在祝祭劇場の修復はほぼ完了し､ダンスや展示会等の催しを行う貸しホールとして運営

されている｡また (ドイツ工房-レラヴ)は多くの旧東独の企業と同様に信託公社を通じ

て1992年に旧西独の企業に売却され､現在では家具工場と博物館､ホール等を備えた複合

的工場施設となっている277｡

しかしこれら二つの施設が新たに稼働したとしても田園都市の精神が復活したわけで

はない｡ ドイツ統一当時 (ザクセン住宅協同組合 ドレスデン)に属していた世帯は大半が

住宅を売却した｡経済的困難に加え､文化財指定を受けた家屋に住むことの不便さも住宅

売却の要因になっている｡その後-レラウに出来したのは労働者に手の届かないような高

価な住宅群で､住宅改革は行われても土地の公有化という田園都市構想の不可欠な理念は

蘇生の不可能な "昨日のユー トピア'となっている2780

5-9.`̀明日の田園都市''

20世紀の初頭､様々な生活改革運動279が起こると同時にドイツの主な都市に (田園都市

協会)が誕生し､`̀田園都市''は人々にとって魅力的な言葉となった｡第一次世界大戦前に

は､-レラウの他にもマンハイム､カールスルーエ､ニュルンベルク､ヒュッテナウ等に

田園都市と呼ばれる住宅地が誕生したが､それらはいずれも-レラウに比べると小規模な

ものであった280｡第二次世界大戦後､大都市の成長によって必要とされたのは田園郊外や

衛星都市であり､田園都市の建設構想を耳にすることはまずない｡しかしドイツにおいて

田園都市運動はただ放棄されたり断念された訳ではなく､ある意味ではそれは発展的解消

とも言うこともできる｡一つには住宅の改良によって改善された住環境があり､また他方

では戦後 ドイツの都市である程度緑化が実現されたり､(シュレーバーガルテン)と呼ばれ
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る家庭菜園が普及して100年前ほど `̀田園"が必要とされなくなった状況がある｡このよ

うな現在の状況を､世紀転換期以来の改革運動の "達成''したものとして見ることもでき

よう｡にも拘わらず､人々が過去に存在した田園都市建設の試みを好んで回顧しようとす

るのはなぜだろうか｡彼らは土地の公有化の可能性を信じている訳ではない｡しかし-レ

ラウの再開発事業に対する関心には､記念碑的建造物の再利用以上の動機があるように思

われる｡ ドイツ統一以来､多くの場で-レラウの名が語られてきたが､そのような回顧の

内的作業には､歴史の検証必要性､ある種の夢が存在した時代に対する郷愁という要素の

他に､田園都市理念に付随する公平､協同､総合的な人間性といった精神性を継承してい

くことに対する欲求が存在するようにも思われる｡そのような意味においては､1902年に

E･ハワー ドによって発表された 『明日の田園都市』は､100年後の現在においても "明

日の田園都市"であり続けているのだろう｡

6. まとめと今後の研究計画

以上のように､平成 11年度から16年度に至るまでドイツの生活改革運動の諸相並びに

その思想的な源流としてのドイツのユー トピア思想に関する研究を行ってきた｡が､17世

紀後半から19世紀前半までの時期に関して十分な研究を行うことが出来なかった｡従って

それに関しては今後もこれまで同様の問題関心を以て継続的な研究を行い､順次論考を発

表していくつもりである｡とりわけドイツの思想史におけるオリエンタリズムの問題､ま

た植民地主義の問題についても､今後ユー トピア思想と社会改革思想の観点から何らかの

考察を行っていく予定であるo
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